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JIA の 2024 年度国際活動の概要 

⽵⾺⼤⼆ 

 
JIA における年間の国際活動は、概ね下記に分類できる。本報告書では下記の１と２を中⼼に各種⼤

会への参加報告及び、4 や６のイベントの報告を⾏う。 
 
1. JIA が加盟する国際団体（UIA：国際建築家連合、ARCASIA／アルカジア：アジア建築家評議会）を

通じての活動：国際⼤会出席・理事会出席・定例会議・委員会活動等 
2. JIA の協定締結国(協会)との定期的な活動：相互の全国⼤会開催時の⼤会出席、⼆国間定例会議等 
3. 他国建築家協会等との協働イベントによる活動 
4. 他国建築家協会来訪による活動 
5. JIA ⽀部・地域会による都市間交流・視察 
6. 国際委員会が主催するイベント 
7. その他 
 
2024 年度の概要は下記の通りである。 
 
１のカテゴリーに属する活動としては国際建築家連合(UIA) クアラルンプール・フォーラム 2024 と ア
ジア建築家評議会(ARCASIA)の Forum 22 コロンボ⼤会（スリランカ）があり、例年に倣って今年度も
会⻑はじめ担当委員を派遣することができた。UIA の 3 つの常置委員会（教育委員会・職能委員会・
SDGs 委員会）および 2 つの Work Programme（Architecture & Children・Social Habitat）に委員を派
遣し ARCASIA 同様に UIA においても委員会活動の活性化に努めている。今年度は 9 ⽉に予定されてい
た ARCASIA FORUM 22 が開催国スリランカの⼤統領選挙の⽇程と重なってしまったため、参加者の安
全確保のために開催時期を 2025 年 1 ⽉に変更するというハプニングがあったが、無事執り⾏うことが
できた。 
 
 ２は、アメリカ建築家協会（AIA）、タイ王⽴建築家協会（ASA）、韓国建築家協会（KIA）の全国⼤会
の報告である。今年度はワシントン DC での AIA ⼤会と⽔原（スオン）での KIA ⼤会および ASA の⼤
会に出席できた。 
 
 4 については、今年度はインドネシア建築家協会との交流イベントを⾏なった。また、⾹港、中国、
ドイツ、アメリカから学⽣や建築家などの来訪がありさまざまな交流を⾏ったので、巻末にまとめて報
告する。 
 
 6 については、JIA 建築家⼤会 2024 別府において国際委員会が主催した International Presidentsʼ 
Forum について報告する。 
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国際建築家連合（UIA） 
国際フォーラム クアラルンプール 参加報告 

―JIA MAGAZINE Vol.432 の掲載記事を抜粋― 

 
 
 
 
 
 

マレーシア・クアラルンプール 

2024.11.15〜11.19 

 



　マレーシア・クアラルンプールにおいて開催されたUIA 国
際フォーラム2024の期間中の2024年11月18日～19日に、
2024年臨時総会（EGA）が開催された。
　初日の11月18日には会長、副会長、理事会、委員会および
作業プログラムの報告、コペンハーゲン大会の最終報告、バ
ルセロナ大会の準備について報告がなされた。2日目の11月19
日には、定款と規約の修正、パリからローザンヌへのUIA本
部の移転、2027年のフォーラム開催都市の決定などに関して
協議と議案の採択を行った。

　75年の歴史を持つUIA（国際建築家連合）の大会は3年間隔で
開催されてきた。しかし、近年では、大会開催にかかる多額な
経費、流動的な世界情勢で生じる安全確保の現状などが影響し
て、大会開催国候補の立候補数が激減する状況が生じた。これ
とほぼ同時期に新型コロナウイルス感染症が流行し、2022年
に開催されたリオデジャネイロ大会では多くの登録者が大会へ
の参加を辞退せざるを得ない結果を招いた。このような時代の
変遷に対応するため、UIA本部は世界大会の間隔の中でテーマ
性を持つ小規模の国際フォーラムを、2019年を第1回として設
置しローカルレベルの建築家たちとの距離を縮める方針を固め
た。
　こうした流れの中、UIA国際フォーラム2024 クアラルン
プールは、UIA第4地区では初めてとなる第3回目のフォーラ
ムイベントとして開催された。
　この大会に向けて、マレーシア建築家協会 (PAM)は総力を注
ぎ込み最高レベルの大会を目指した。途中、Regina Gonthier 
UIA会長から、世界大会レベルにはならないよう規模を調整す
るようにとの指示までが出されるほどの全力で取り組んできた。
　さらに、クアラルンプールでは3年ごとに開催されるUIA総
会（GA）での議論を待てない議案、協議事項などを扱う臨時総
会（EGA）が開催された。
　2023年7月にコペンハーゲンで開催された世界大会から約
1年半、私はUIA カウンシルメンバーとして、月1度の会議に
出席してきた。当初Gonthier会長の掲げた活動方針は混乱状
態にあるUIAの組織運営の大改革であった。2023-26期UIAカ

ウンシルは、この無謀とも言える大幅な事務局、執行部、各委
員会、財務状況、組織運営など多々な課題についての現状分析
から新たな方針策定まで一挙に行う作業を進めてきた。その評
価を今回の臨時総会で参加国に諮ることで、これまでの成果に
ついての承認を求めるのがGonthier会長の主たる目的であり、
その勢いで、残り1年半の期間で一大作業を完了させる計画で
あった。その中で、今回最も注目され激しく議論されたUIA
本部のスイス・ローザンヌへの移転についての議案では、第4
リージョンの参加諸国が国際組織として公平な候補地の提案、
採択プロセスを踏まず強硬に議案可決を狙った一方的な画策に
ついて抵抗し、議案を否決に追い込み移転案を封じ込める結果
を生み出した。ともあれGonthier会長が総会で諮った議案の
大半は承認され、今後のロードマップは明確になったことは幸
いであった。
　こうして、地元PAMのレベルの高いプログラムと組織力で
UIA国際フォーラム2024は盛況となったが、臨時総会で浮き
彫りになった対立構造を改善しながら、どのようにして2026
年のバルセロナ大会までの目標達成へ導くかが、今後のUIA
カウンシルの大きな課題となるであろう。

（くにひろ じょーじ／ティーライフ環境ラボ）

■参加者
　佐藤尚巳（JIA会長）
　国広ジョージ（UIAカウンシルメンバー）
　高階澄人（JIA国際委員アドバイザー、UIAカウンシルメンバー代行）
　竹馬大二（JIA国際委員長）
　坂田 泉（JIA国際委員、UIA・Social Habitat 委員）

■テーマ
　DIVERSECITY

■会場
　KLCC（クアラルンプール国際会議場）

臨時総会の様子
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UIA理事会の様子

UIA国際フォーラム2024 クアラルンプール 参加報告
2024年11月15日〜19日　マレーシア・クアラルンプール

海外レポート

臨時総会概要
竹馬大二（JIA国際委員長）

フォーラム概要とUIAの改革・課題
国広ジョージ（UIAカウンシルメンバー）



　UIA本部の移転については、パリのモンパルナスタワーにあ
るUIA本部は建物の老朽化に伴い新たな事務所への移転が必
要となっているが、パリに留まる場合に発生する高額な家賃負
担を回避するために、UIA発足時に本部のあったスイスのロー
ザンヌへの移転（家賃はスイス政府が補助）を執行部が提案した。
しかしながら、執行部の独断であるとの意見がアジア地域を中
心にあり、出席者の3分の2の同意を得られず否決された。

　一方で民主的なUIAガバナンスを試みる執行部の議案（合議
制ガバナンス、利益相反ポリシーの改訂、独立監査役および法律顧
問の選任義務化、選挙の準備と実施に関する責任の変更、理事会委
員会の制度化）などは加盟国から支持を得て可決された。
　2027年フォーラムの立候補はインド建築家協会（IIA）のみであ
り、無選挙で次回開催地が決定した。フォーラムは都市再生を
テーマにムンバイで開催される予定だ。 （ちくば だいじ／日建設計）
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●基調講演
　今回のUIA国際フォーラム2024では、11月15日～17日の3
日間にわたり、7つのテーマセッションが設定され、それぞれ
に適した4人の基調講演者と15人の講演者を散りばめる形式
で行われた。フォーラムのテーマ〈DIVERSECITY〉（造語）の
通り、都市に輻輳する多様な課題に対し、多角度からの視点を
持って対応する試みである。
　以下、私の聴講した基調講演・講演の報告である。
基調講演1：Karl Fender氏（オーストリア）

　フォーラムの開始にふさわ
しく、クアラルンプールの中
心部のチャイナタウンに2023
年に竣工した、ドバイのブル
ジュ・ハリファに次いで世界
第2位の高さ（678.9m）を誇る、
〈Merdeka118〉の設計者であ
るKarl Fender氏が登壇。数々
のデザイン検討や構造スタディの結果、ダイヤモンド型平面が
変化する全体構成になったこと、外観は単純矩形のインターナ
ショナルスタイルではなく、マレーシアの多様性を示すための
ファセットカットの多面体構成であること、結果として見る方
向によりさまざまな水晶のような表情（クリスタリン）を持つタ
ワーとなったこと、尖塔部分は独立時代のラーマン首相の挙手
の様子の再現であることなどが説明された。コンペティション
当時から、隣接する「独立広場」との関係性や、地下鉄やモノ
レールなどの交通インフラの結節点にある敷地の特性などに
対して注意を払い計画されたことなど、極めてオーソドックス
な設計プロセスが示された。政府が直接所有する投資管理団体
（PNB）が発注者であったことなども非常に興味深かった。
基調講演3：Wan Shu氏（中国）

　Wan Shu氏は独特の建築スタイルで、アジアの建築フォーラ
ムでは長く不動の地位を守る人気建築家である。今回はパート
ナーのLu Wenyu氏と2人で発表を行った。建設地の歴史、文
化といったコンテクストを読み込み、地場の材料や構法（とき
には廃棄物まで）などにこだわりデザインされた、いくつかの芸
術的アプローチによる作品紹介がなされた。建築家の感覚によ
る表現が圧倒的に占める作品ばかりではあるが、「建築における
文化的感受性」という副題に適した講演であった。
基調講演４：Kai-Uwe Bergmann氏（デンマーク）

　BIGのNYパートナーであるKai-Uwe Bergmann氏は「鳥の

巣のような別荘」から「マン
ハッタン東岸の防災デザイ
ン」まで、さまざまな規模の
プロジェクトにおけるBIGの
「自由なアイディアとデザイ
ン言語の展開」について講演
を行った。興味深いのは事務
所にストックされた多数のデ
ザイン要素が建築の規模や種類に応じて、スケールや材料を変
えて違うプロジェクトにたびたび登場するが、その適用の理由
がプロジェクトごとに必要な機能、敷地の特性、構造的な合理
性などそれぞれ異なっていることである。最後に〈Merdeka118〉
コンペに敗れた案が披露されたが、これもペトロナスタワーと
「図と地」を成す風景と計画案の機能を幾何学で表現したBIG
らしいユニークなものであった。
講演：Tan Luke Mun氏（マレーシア）

　開催地マレーシアからは、ARCASIAでも幅広く活躍してい
るTan Luke Mun氏が基調講演ではないが興味深い発表を行っ
た。現代美術のコレクターでもある氏はコロナ禍で活動が制
限される中、3棟の既存のビルを自ら購入、順次改装して収蔵
品を展示し〈UR-MU（Urban Museum）〉を冠した3館（@Bukit 

Bintang, @To�ee, +n）をオープンさせている。そのコンセプトを
「人々とアート」および「都市と文化」の「橋渡し」と定義した。
この相互作用を発生させる試みこそが建築家の本質的な役割で
あると説明する氏の近作〈PJKita Community Centre〉にも、「都
市と建築」「市民と行政」を繋ぐ意図が表現されていた。
●展示
　KLCCホール6にて〈ARCHIDEX＠UIA〉が開催された。こ
れはマレーシア最大の建築見本市である通常のARCHIDEX
（出展者700、来場者35,000人）とは別に、UIAフォーラムに合
わせて開催された小規模版で、160ブースに56の出展者であっ
た。アジア圏でお馴染みのサプライヤーの出展の他、UIA2029
北京大会を控える中国が10
ブースを使って国内有数のプ
ロジェクトを展示していたこ
と、FIKA（大韓民国建築家連
合）が韓国文化観光省とソウ
ル市と共にプロモーションを
展開していたことなどが特徴
として挙げられる。
　出色は日本から鶴岡市（山形県）が有名建築家の作品体験等を
商材とした観光誘致を目的として出展していたことである。行
政の観光課が建築家の世界大会にきっかけを求めたことはユ
ニークかつ日本からは初の試みであると思う。今回は同市単独

展示会場 FIKAブース

基調講演1

基調講演3

基調講演等
高階澄人（JIA国際委員アドバイザー、UIAカウンシルメンバー代行）
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た知恵や技術が黒綿
土にも有効だと考え
ている。例えば、日
本の古い民家の土壁
や土間に使われた資
材や技法は、おそら
くケニアの土づくり
の家で用いられたも
のと多くの共通点や共有できる原理を持ち、黒綿土の活用にも
適用可能なのではないか。
　気候変動や資源の枯渇、環境汚染といった地球規模の課題を
抱え、地球の人口がますます膨張していく中、居住環境の持続
的な実現に向け、地域を越え、お互いが持っている知恵や技術
を共有することは、技術協力のもっとも重要な意義だと思う。
知恵の共有なくして、私たちは地球に住み続けることはできな
いからだ。短い時間のプレゼンテーションではあったが、国境
を越えた技術協力の重要性は伝えることができたのではないだ
ろうか。
●バルセロナへ
　次は2026年6月のバルセロナ大会。SHWPではすでに準備
が始まっている。
　See you in Barcelona!

注1：SHWPは17か国、19名の常任メンバーの他、12か国、12名の
「Correspondants」　から構成され（2024年12月現在）、オンライン
による月例ミーティングの他、タスクごとに組織された小グループ
によるミーティングを継続している。

注2：「マニフェスト」英語版と多国語版は下記のリンクま
たはQRコードを参照のこと

 https://www.uia-architectes.org/en/resource/the-architecture-
of-social-habitat-leave-no-one-behind/

注3：「3つの宣言」は以下の通りである。
 1.  THE RIGHT TO HOUSING IS A RIGHT TO THE HABITAT

｜住居の権利とは居住する権利である
 2.  THE RIGHT TO THE HABITAT IS UNIVERSAL AND 

INALIENABLE｜居住する権利は普遍的かつ誰にも譲渡できな
い権利である

 3.  THE RIGHT TO THE HABITAT IS EFFECTED BY THE 
ARCHITECTURE｜居住する権利は建築によって実現される

注4：「4本の柱」は以下の通りである。
 I. HABITAT AS A HOME｜「住まい」としての居住の場
 II. HABITAT AS A CORE｜「核」としての居住の場
 III. HABITAT AS AN ORGANISM｜「統合体」としての居住の場
 IV.  HABITAT AS A RESPONSIBLE PROCESS｜「未来への責任」

としての居住の場
 （さかた いずみ／一般社団法人OSAジャパン）

●はじめに
　私はJIAからの派遣により、2021年9月から2年、さらに
は2023年12月から2年の任期で 、UIA “Social Habitat Work 
Programme“（以下、SHWP）（注1）に参加している。本稿では、UIA
国際フォーラム2024会期中の11月17日、SHWPが開催し、私
もメンバーの一員として参加したセッションについて報告する。
●SHWPによるセッション
　セッションには、SHWP
メンバーのうち、Marcela 
Marques Abla（ブラジル｜共
同 代 表）、Philippe Capelier
（フランス｜同左）、Gustavo 
Vera Ocampo（ウルグアイ）、
Young Keun Han（韓 国）、
坂田 泉（日本）が参加。テー
マは、前期の集大成として
制作された「MANIFESTO｜�e Architecture of Social Habitat: 
Leave No One Behind」（以下「マニフェスト」注2）に表明された「3
つの宣言」（注3）と「4本の柱」（注4）について、各国メンバーが収
集した事例をもって解き明かすことである。
　私は「4本の柱」のう
ち、「Ⅳ . HABITAT AS A 
RESPONSIBLE PROCESS
｜『未来への責任』として
の居住の場」を担当。居住
環境の持続性がテーマで
あるが、私自身がケニアの
ジョモ・ケニヤッタ農工大
学と進めているプロジェクトを事例に、持続可能な居住の実現
に向けた国際的な技術協力の意義や可能性を訴えた。
　採り上げたのは、東日本大震災後の復興住宅で採用された
「厚肉床壁構造」によるケニアの「社会的住宅プロトタイプモデ
ル開発」。そして、「黒綿土プロジェクト」。
　前者は日本の構造技術のケニアでの展開だが、後者はより相
互の技術協力に近い。環太平洋域に遍在する問題土壌、黒綿土
の資源、建材としての活用を目指すプロジェクトだが、土とい
う自然に向き合い、日本やアフリカの諸地域で人々が培ってき

の出展であったが、今後 JIAとの協働など発展の可能性がある
ように感じた。
●SDGsトーク
　UIAのSDG委 員 会 が
2022年に全世界に公募し
選定の上、2023年に編集
さ れ た、〈UIA Guidebook 
for the 2030 Agenda〉（UIA

ウェブサイトで閲覧可能）に掲載されたプロジェクトの設計者6
名によるトークセッションが開催され、私は掲載された〈裏草
津 蕩 /TOU〉について発表を行った。大会参加が比較的容易な
アジアからの発表が多かったが、国ごとの事情によりゴールの
捉え方や設定、解決手段などに大きな違いがあった。小さな
セッションではあったが、このような場に、より多くの JIA会
員の出席が望まれる。 （�たかしな すみと／高階澄人建築事務所）

トークセッション登壇者（右が高階氏）

SHWPのメンバーと。左から、Han Young-
Keun（韓国）、Gustavo Vera Ocampo（ウル
グアイ）、坂田氏、Marcela Abla（ブラジル）、
Philippe Capelier（フランス）

坂田氏の発表風景

セッション後の集合写真

“Social Habitat Work　Programme”　
活動報告

坂田 泉（JIA国際委員、UIA Social Habitat 委員）
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チュニジア・チュニス 

2024.5.20〜5.21 

 

 



UIA 第 163 回カウンシルミーティング 
チュニジア共和国・チュニス  リージェントホテル 

国広ジョージ 

■⾏程 
5/16（⽕） 東京出発 
5/17（⽔） ドーハ経由チュニス到着 
5/18（⽊） チュニス視察 
5/19（⾦） ミーティング準備、ウエルカムディナー 
5/20（⼟） 第 157 回カウンシルミーティング（第⼀⽇⽬） 
5/21（⽇） 第 157 回カウンシルミーティング（第⼀⽇⽬） 
5/22（⽉） OAT（チュニジア建築家協会）50 周年フォーラム、チュニス出発 
5/23（⽕） 帰国 
 
 
■概要 

2023-26 年期では、定例カウンシルミーティングが⽉⼀回の⽇程で開催されている。その中で、年間
を通して⼀回は対⾯会議を開催することになっている。昨年は 11 ⽉にパリ UIA 本部でカウンシルミー
ティングが開催された。今回は、OAT（チュニジア建築家協会）５０周年にあたることから、同協会が
この時期にカウンシルミーティングを招聘することになった。その結果、式典に UIA 会⻑以下カウンシ
ルメンバーが出席し、式典が華やかに国際性をアピールする５０周年と⾔う節⽬の⼤会となった。 
 
5 ⽉ 16 ⽇ 

深夜便で成⽥よりカタール経由でチュニスに向けて出発した。 
 

5 ⽉ 17 ⽇ 
午後に現地へ到着。当⽇は⾃由⾏動、及び休養。 
 

5 ⽉ 18 ⽇ 
到着組はチュニジア代表カウンシルメンバーの Sahby Gorgi ⽒の案内により、市内観光に参加した。 

 
5 ⽉ 19 ⽇ 

ホテルにて会議の準備を⾏なった。 
ホテル内のレストランにて開催された OAT 主催のウェルカムディナーに出席。 

 
5 ⽉ 20 ⽇(カウンシルミーティング第⼀⽇⽬) 

議題に沿って各会⻑、副会⻑、書記、財務担当、各種委員⻑などの報告が⾏われた。 
 



5 ⽉ 21 ⽇(カウンシルミーティング第⼆⽇⽬) 
2023 年度財務報告、及び 2024 年度収⽀報告、修正予算報告が⾏われ承認された。その後、将来検討
委員会、イベント委員会からの報告が承認され、また、会⻑経験者の⽴場、発⾔権、カウンシルミー
ティングへの出席権などについての議論も展開された。そして、規約の改訂検討する委員会からの報
告についても、活発な意⾒交換が⾏われた。こうして、２⽇間にわたる第 163 回カウンシルミーティ
ングは閉会した。⼣⾷は、ホテル内で開催されたフェアウェルディナーでカウンシルミーティングを
締め括った。 
 

5 ⽉ 22 ⽇ 
OAT（チュニジア建築家協会）50 周年フォーラムが開催された。午前の部は式典が、午後の部はフォ
ーラムにおいて論⽂発表が⾏われた。国広は午前中の式典に出席した後、退席して空港に向かいドー
ハ経由で帰路についた。 
 

5 ⽉ 23 ⽇ 
成⽥空港に帰国した。 

 
■所感 

UIA 第四リージョン代表のカウンシルメンバーに選出されてから 1 年経過した。当初、第⼀回のカウ
ンシルミーティングかコペンハーゲンで開催された際には、UIA の運営問題が如何に深刻かは全く推測
できなかった。その後、これまでのカウンシルの開催数をはるかに上回る⽉⼀回の開催により、急遽
UIA 本部機能の現況、財務状況、各委員会、ワークプログラム、コミッションの管理状況などが分析さ
れ、それらの報告についてカウンシル内で様々な議論が展開した。そして５ヶ⽉を経過した 10 ⽉に
は、パリ本部にて初の対⾯かウンシルミーティングが開催された。そこでは、改⾰案の発案、委員会設
置などが決定し、執⾏部による報告が⾏われた。これらの経緯を持って、2024 年初頭から、各委員会
において、UIA のあるべき姿の再構築に向けての⽅針、⽅法論などの策定を進めてきた。また、UIA 本
部のスタッフによる職務怠慢、辞職など、事務局⻑不在 5 年と僅か 5 名のスタッフで国際組織を運営し
てきた結果、事務局機能が深刻な状態に陥るという事件が勃発した。執⾏部は、これに対応するため、
外部⼈事担当コンサルタント、2 名の委員会担当アドバイザーの起⽤、第⼀リージョン代表カウンシル
メンバーによる本部運営へのボランティア参加など緊急処置を導⼊、組織運営への⽀障回避を⽬指し
た。 

 
上記の状況の中、この度のチュニス会議では、11 ⽉にクアラルンプールで開催される UIA2024KL フ

ォーラムの際に開催される特別総会で決議を求める議案への最終協議が⾏われた。結果としては、各議
案の準備は概ね整ったと⾔う感触を得た。チュニス会議の結果を踏まえて、6 ⽉からオンライン会議戻
り、改⾰案の発表に向けて細部の調整を⾏なっている。 

 
⼀⽅で、チュニス会議は OAT（チュニジア建築家協会）の５０周年記念フォーラムに合わせて開催さ

れた。OAT としては、チュニジア国内においての建築職能の確⽴と独占領域の法的保証などの問題に取



り組んできた中で、UIA の上層部の参加により、UIA のプレゼンスが外圧として効果的にアピールでき
ることを⽬指したようであった。フォーラムには、地元建築家が 200 名ほど参加して、午前の式典と基
調講演、さらに午後のフォーラムにての発表セッションを⾒守っていた。 

 
国際組織のオンライン会議は複数のタイムゾーンを超越して開催されることで、アジア地区では⽉⼀

の深夜会議（平均所要時間３時間）を、年間を通して体験してきた。UIA のオンライン会議は効果的で
あり、且つ経済的でもある。しかし、各メンバーの⼼⾝への負担も⼤きいと感じるところである。⼀⽅
で、年⼀度の対⾯会議では、数⽇間の共有時間でメンバー同⼠が親交を深められる貴重な機会であるこ
とは、前回のパリ本部での会議の際に全員意⾒が⼀致した。 

 
私⾒だが、UIA が世界を繋ぎ、建築家たちの利権の保証と職能環境の向上に寄与する団体として、正

常に機能する組織に戻すことを、我々2023-26 年期カウンシルは努⼒していることをチュニスで実感し
たのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 163 回 カウンシルミーティングの様⼦ 

集合写真 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 163 回 カウンシルミーティングの様⼦ 

リージョン V（アフリカ）のカウンシルメンバー  Hayatte Ndiaye 

右端が OAT（チュニジア建築家協会）会⻑  Leyla Ben Jeddou 

古代カルタゴ遺跡 北アフリカからみる地中海 

左から Zhang Li（リージョン IV 副会⻑）、Debatosh Sahu（リー
ジョン IV）、Rui Leao（Secretary General）、Han Youngkeun（リ
ージョン IV）、国広ジョージ（リージョン IV） 
 

UIA 会⻑  Regina Gonthier 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

OAT（チュニジア建築家協会）の 50 周年フォーラムの様⼦ 

OAT（チュニジア建築家協会）の 50 周年フォーラムの様⼦ 
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国際建築家連合（UIA）委員会/ワークプログラム 
活動報告 

 
 
 
 

 



UIA Professional Practice Commission  

藤沼傑 

 
2023 年コペンハーゲン⼤会において新会⻑ Regina Gonthier のリーダーシップのもと、PPC 委員会

は Philippe Klein 委員⻑（フランス）により 2026 年バルセロナ UIA ⼤会を⽬標に活動している。2023
年まで討議していた課題が 12 項⽬と多く、消化不良となっていたので、8 項⽬に縮⼩してバルセロナ⼤
会での実質的な成果を出すことを⽬標としている。 

 
 

1. 各国建築家活動基礎情報（ARCHITECTURAL PRACTICE AROUND THE WORLD DATA BASE 
(APAW)） 
前委員⻑の時から各国の情報を収集してきたが、加盟国の過半に達していない状況となっていた。
PPC 委員国 34 か国の基礎情報はほぼ集まり、PPC 委員がいない国の情報を今年 2025 年中に整備
することを⽬標としている。 
 

2. 建築家の職能及び歴史的経緯の整理（THE ROLE OF ARCHITECTS  AND THE EVOLUTION OF 
THE PROFESSION） 
建築家の職務は各国で微妙に異なるため、その詳細情報を収集し、実態に適応した UIA アコード改
訂を⽬標としている。PPC 委員の職務内容収取が終わり、UIA アコード改定案を検討している。 

 
3. 建築家に関係する各種法規定及び組織（REGULATION OF THE PROFESSION and 

PROFESSIONNAL ORGANISATIONS） 
UIA にはこれに関連する 8 つの書類があるが、それらを改訂すべきかを検討している。 

 
4. AI 

AI が建築家の職能にどのような影響があるのかを議論している。このテーマに関しては、中国の委
員が積極的に情報発信を⾏っている。 

 
5. デジタル化時代における知的所有権 

2017 年に建築家の知的所有権に関するポリシーを UIA は発⾏しているが、この改定が必要かと検
討している。 

 
6. 賠償責任及び保険 （LIABILITY, RESPONSABILITIES, INSURANCES） 

建築家の法的責任（判例も含む）は各国でかなり異なると思われる。どのように違うのか、各国の
アンケート調査を実施し、バルセロナ⼤会までに集計結果をまとめることを⽬標としている。 

 



7. 男⼥平等（GENDER EQUITY） 
DEI（Diversity Equity Inclusion）に関しては、既に最終報告書が出来ているが、理事会承認が
されていない。2017 年クアラルンプール・ポリシーの改訂も必要になる可能性があり、最終的な調
整を⾏っている。 

 
8. 災害復興（REBUILD AFTER DISASTER） 

これも最終報告書が 2023 年に完成しており、理事会承認のための作業を続けている。 
 
 
 
 
 
 
 

  

2023 年コペンハーゲン⼤会で採択された災害復興（REBUILD AFTER DISASTER）ガイドライン。
2011 年東北⼤地震で提唱された  Build Back Better  も含まれている。 



UIA Sustainable Development Goals Commission  

岩橋祐之 

 
2023-26 年期において、従来の UIA の SDGｓの委員会は再構成され、従来の建築ガイドブックの発⾏

を主とする UN 17 SDGS TASK FORCE と、あらたに再考を⽬的とした REFLECTION TASK FORCE
の２つの独⽴した委員会として活動することとなった。JIA からは岩橋が後者の委員会の運営委員として
参画し、気候変動への適応に向けた持続可能なアプローチにおける⽂化や⽂脈の役割に焦点を当て「温
故知新」をテーマとした出版に向けたプロジェクトの募集を企画し、現在 UIA 本部への中間報告と編集
構成の協議を⾏っている。なお、「温故知新」とは、伝統的な知識や慣習を現代的な⽂脈で再利⽤する
⽅法を追求し、特に現代技術として取り⼊れた事例を募集し、ノスタルジーや模倣を避けつつ、伝統に
内在する知恵や、現代の持続可能な解決策を⿎舞する可能性を求めています。その他、委員会活動とし
ては、各分野の専⾨家とのインタビューをおこなっており、あわせて編集・出版を本委員会の⽬的とし
ている。 

 
「温故知新」UIA 選考委員会 Region I  Fionnuala Rogerson (Ireland) 

Region II  Mihaela Harmanescu (Romania) 
Region III Carlos Zeballos-Velarde (Peru) 
Region IV Yuji Iwahashi (Japan) 
Region V  Emna Bchir (Tunisia) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

「温故知新」（Wisdom of Tradition）作品募集のプロモーションビジュアル 



UIA Work Programme _ Architecture and Children  

⽥⼝純⼦ 

 
私は JIA からの派遣により、UIA Work Programme Architecture and Children（以下 ACWP）の⽇本

代表メンバー兼地域ディレクター（Region 4: Asia and Oceania）として活動している。ACWP のメン
バーは以下のように構成されている。 

 
· Co-directors：２カ国２名（ルーマニア、コスタリカ） 
· Advisor：1 名（フランス） 
· Members：24 カ国 24 名（各国建築家協会からの派遣あり） 
· Correspondents：20 カ国 22 名（派遣なし、情報を求める⼈がオープンに参加できる） 
· ACWP ウェブサイト： https://www.architectureandchildren-uia.com 

 
 

ACWP の主な事業には以下のものがある。 
 
1. UNESCO/UIA ⼦どもと建築憲章の普及 

建築家や⾏政・学校等が協⼒して⾏う、⼦どもや若者を対象とした建築教育・都市環境教育の活
動・教材を表彰する事業。UIA2023 コペンハーゲン⼤会で、⽇本からの推薦作品が「学校部⾨ 
最優秀賞」を授与された（藁⼩屋造りを中⼼とした体験型学習〜「円庭」づくりの⼀環として〜
／社会福祉法⼈ひとのね、⻄海園芸、くさかんむり、左官都倉、ブルームーンデザイン事務所、
まちのアトリエ、設計機構ワークス）。 
次回は 2025〜26 年度にかけて、UIA2026 バルセロナ⼤会に向けた国内審査が⾏われる。 
（JIA ゴールデンキューブ賞（国内審査）ウェブサイト http://www.jiagoldencubes.com/index.html） 

 
2. UNESCO/UIA ⼦どもと建築憲章の普及 

⼦どもの権利条約を基本理念に、建築教育・都市環境教育の意義を⾏政や学校等に伝えるための
憲章⽂。英語版は 2019 年、⽇本語訳版と、内容を絵本にした『ほしとぼくらがすむところ』は
2022 年に公開された。 
（JIA 教育⽂化事業ウェブサイト：https://www.jia.or.jp/activity/bee_jia/） 
 

3. UIA 2024 International Forum クアラルンプール 
ACWP の事業報告と、セミナーを実施した。セミナーは現地・オンラインのハイブリッドで実施
され、はじめに『⼦どもの建築憲章』の内容と各国の事例が紹介された。後半には、ポストパン
デミック時代の教育変化への対応や、紛争・政情不安等による影響から⼦どもの権利を守るため
の内容更新について議論が深められた。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

UIA 2024 International Forum クアラルンプールでの活動の様⼦（提供：ACWP） 

UIA 2024 International Forum クアラルンプールでの活動の様⼦（提供：ACWP） 



UIA Work Programme _ Social Habitat  

坂⽥泉 

 
私は JIA からの派遣により、2021 年 9 ⽉から 2 年（以下「第１期」という）、さらには 2023 年 12 ⽉

から 2 年（以下「第２期」という）の任期で UIA の "Social Habitat Work Programme”（以下、
SHWP）に参加している。 

 
SHWP は以下の 17 か国、19 名の常任メンバーの他、12 か国、12 名の「Correspondants」から構成

され（2025 年 2 ⽉現在）、オンラインによる⽉例ミーティングの他、タスクごとに組織された⼩グルー
プによるミーティングを継続している。 

 
・Region 1_⻄ヨーロッパ：Philippe Capelier（フランス｜共同代表）・Jacopo Gresleri 

（イタリア）・Stefano Troppea（同左）・Sergio Garcia-Gasco Lominchar（スペイン）/ 計 4 名 
・Region 2_中東欧・中東：Rivka Gutman（イスラエル）・Bulent Batuman（トルコ）/ 計 2 名 
・Region 3_北中南⽶：Marcela Marques Abla（ブラジル｜共同代表）・Mariana Flores  

Grcia (メキシコ)・ Elizabeth Ananos Vega（ペルー）・Maria Teresa Jorge Dos Santos 
（ウルグアイ）/ 計 4 名 

・Region 4_アジア・オセアニア：Kylie Mills（オーストラリア）・Sing Yeung Sunnie  
Lau（⾹港）Young Keun Han（韓国）・ 坂⽥ 泉（⽇本）/ 計４名 

・Region 5_アフリカ：Lotif Zeroual（アルジェリア）・ Sherif Morgan（エジプト）・ 
George Arabbu Ndege（ケニア）・ Agata Christie Irabor（ナイジェリア）/ 計 4 名 

 
第 2 期の活動のハイライトは、2024 年 11 ⽉にクアランプールで開催された UIA International Forum

（以下、クアラルンプールフォーラム）における SHWP 主催のワークショップである。その詳細は別稿
（本書、「Ⅰ.国際建築家連合（UIA）International Forum 参加報告」参照）に記載したが、第１期の活
動の集⼤成として制作された「MANIFESTO｜The Architecture of Social Habitat: Leave No One 
Behind」（以下「マニフェスト」という）の内容を、各国メンバーが収集した事例に基づき解き明かす
ものであった。私は、ケニアのジョモ・ケニヤッタ農⼯⼤学と進めているプロジェクトを事例に、持続
可能な居住の実現に向けた国際的な技術協⼒の意義や可能性について報告した。 

 
また、クアランプールフォーラムに先⽴つ 2024 年 11 ⽉ 5 ⽇〜11 ⽉ 8 ⽇にカイロにおいて開催され

た「World Urban Forum（WUF12）」では、SHWP 協同代表の Marcela Marques Abla 他、エジプトの
Sherif Morgan、ナイジェリアの Agata Christie Irabor が参加した。WUF21 には、共催機関である
UNDP の他、居住関連の様々な国際機関、団体（例：International Institute for Environment and 
Development（IEED）、Habitat International Coalition （HIC）、United Cities and Local Goverments 



（UCLG）等）が参加しており、SHWP としては今後の活動において、これらの機関、団体との連携を
進めるべく検討している。 

 
2026 年 6 ⽉にはバルセロナ⼤会が予定されているが、SHWP は同⼤会においてマニフェストを柱と

した何らかの企画を実施すべく、2025 年 1 ⽉以降の定例会議、タスク別グループの会議で協議を続けて
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クアラルンプール・フォーラムにおけるワークショップ 

World Urban Forum 21 への参加 
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　ACAE（アルカジア建築教育委員会）は、各国の大学の建築教育
やインターンシップなどに関わる委員会で、第44回アルカジ
ア建築教育委員会は2025年1月14日㈫10：00～18：00 に開催
された。委員会には加盟22ヵ国中15ヵ国が参加し、そのうち
オンライン参加は3ヵ国であった。主要な議題は各国の代表か
らのカントリーレポートで、おおむね共通なテーマは、組織体
制、大学の建築教育への貢献、教育認定の概要、建築士資格の
国際対応、研究・教育プログラム、講演会・セミナー、ワーク
ショップ、国際会議・国際交流、研修、学生コンペ・ジャンボ
リー、出版、展示、将来計画などであった。またACAEの目標

　ARCASIAの 職 能 委 員 会（ACPP: ARCASIA Committee on

Professional Practice）は、アジア地域の建築家の実務に関する課
題やベストプラクティスを検討し、各国間の協力と調和を促進
することを目的としている。
　ARCASIA FORUM 22全体のテーマは“Polymathic Excellence: 
Crafting Narratives, Designing Tomorrows”であり、ACPPの会合
もこのテーマに沿って、未来の建築実務の在り方や多様な視点
を取り入れたデザインの可能性についての議論が行われた。
　BIMによる確認申請にいち早く取り組み設計プロセスのデ
ジタル化を推進するシンガポールの建築家であるCK Lim氏は、
AI（人工知能）と建築の融合に関する講演を行い、AIが建築設計
プロセス、建設方法、そして建築環境の機能性に革命をもたら
す可能性について言及した。具体的には、AIのデータ分析能
力がデザインの効率性と持続可能性を高め、創造性を促進し、
建設プロセスの合理化、コスト削減、安全性の向上に寄与する
ことが強調された。さらに、AIを活用した空間は、居住者に

■参加者
�佐藤尚巳会長、国広ジョージ元ARCASIA会長、
竹馬大二国際委員長、新居照和ACGSA委員、
柳澤要ACAE委員、櫻井伸ACSR委員、伊藤友紀ACYA委員

■テーマ
Polymathic Excellence: Crafting Narratives, Designing
Tomorrows

■会場
B.M.I.C.H（バンダラナイケ記念国際会議場（コロンボ））

ACAEの様子

ACPPの様子

ARCASIA Forum 22は、2025年1月14日から18日にかけてスリ
ランカのコロンボで開催された。本フォーラムは、アジアの建築家
が一堂に会し、建築と環境に関する最新の知見を共有する場として
2年に一度開催されている。JIAからは、佐藤会長、竹馬国際委員長、
新居AGSA委員、柳澤ACAE委員、櫻井ACSR委員、伊藤ACYA委
員が代表団として参加。また、国広元ARCASIA会長もフェローと
して参加された。
今 回 の テ ー マ は、“Polymathic Excellence: Crafting Narratives,
Designing Tomorrows”であり、持続可能性や包括性を重視した建
築の役割を再定義することを目的とした。会期中には基調講演やパ
ネルディスカッション、ワークショップが実施され、最新のデザイ
ン動向や革新的な取り組みが発表された。また、スリランカの文化
や建築遺産を紹介するツアーが企画され、各国の多様な文化を称え
るフレンドシップナイトも開催された。

今号と次号の2号にわたって、JIA国際委員会からの
ARCASIA Forum 22の参加報告を掲載します。

の確認（各国のACAEの協力促進、ARCASIAの枠を超えた活動の展
開、アジアの建築教育への貢献）、今後の活動・スケジュール確
認もなされた。　 （やなぎさわ かなめ／千葉大学）

パーソナライズされた体験と最適化された快適性を提供する可
能性があると述べた。また、参加国からは、AIの普及とそれ
が及ぼす実務上の課題や各国のAIによる設計の普及状況が発
表され、AIと共生する設計方法論について引き続き情報共有
を行うことが確認された。 （ちくば だいじ／日建設計）
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建築教育委員会（ACAE）
柳澤 要（JIA国際委員会ACAE委員）

職能委員会（ACPP）
竹馬大二（JIA国際委員長／ ACPP委員）



　2025年1月14日にコロンボで開催されたARCASIA大会では、
「AIイノベーションによるカーボンニュートラリティ達成のた
めの統合—カーボンキャプチャーおよび貯蔵技術の進展による
持続可能な未来」がテーマとなり、AI技術を活用した環境問題
解決の進展について議論が交わされました。各国の事例紹介と、
シンガポールや中国、インドがCCS技術でリーダーシップの
発揮が期待されること、AI導入の利点と課題が議論されまし
た。また、AI技術の導入には慎重なアプローチが必要であり、
技術格差や倫理的配慮への対応が求められました。最後に、脱

　2025年1月14日からスリランカ・コロンボで開催された
ARCASIA FORUM 22のACSR（建築家の社会的責任）委員会に
参加した。委員会には18か国の委員が参加した。
　委員会の冒頭“Charter on Social Responsibility 2024 Revision1
（ACSR憲章）”の策定に際しての経緯と内容説明があった。今回
の改訂は2015年に発行された最初の憲章の改訂と位置付けられ
ている。これまでACSRで議論されてきた災害・孤立したコミュ
ニティ・ユニバーサルデザイン等、多くの諸問題に対する建築
家の責任についての提言が収められている。この憲章は1月15、
16日に行われた理事会の中で承認され、今後、ARCASIA加盟
国の建築家協会にも幅広く共有が進められていく。
　委員会では“Marginalized Community（疎外されたコミュニ
ティ）”について参加各国から報告が行われた。内容は各国の
置かれた状況により、災害復旧、過疎化、街区の老朽化、難
民問題等、幅広い内容で行われた。JIAからは私が所属する久

　若手建築家委員で構成されるACYA委員会は、14か国が現地
参加、1か国がオンライン参加し、2部形式で開催された。
　第1部：カントリーレポートでは、前年の若手建築家に関す
る活動を各国が報告した。建築士資格の新規取得者数、講演会、
展覧会、スポーツ大会、女性建築家の奨励活動のほか、台風被
害のための義援金活動等が報告された。日本が発表した国内活
動のうち、寺院での学生ワークショップ事例や建築家と僧侶の
トークイベントは、仏教徒が多いメンバー国には新鮮に映った
ようで反響があった。
　第2部：国家間コラボレーションの提案では、国際ウェビ
ナーの順次開催、各国8名 (4若手建築家×4学生 )を1ユニットと
した交流ワークショップ等が発案された。
　結論として、1.協会間のコラボレーションは、ACYAの根

ACGSAオンライン参加者と仲間たち

ACSRのメンバー

ACYAのメンバー

炭素社会に向けたガイドブック作成とアイデアコンペが提案さ
れ、今後の活動方針が確認されました。
 （にい てるかず／新居建築研究所）

米設計で行った逗子の「旧本多邸」の改修について「建築家の
保存への取り組みとコミュニティの参画」という視点で発表を
行った。「Universal Design/Wellness Design」についても議論を
行う予定であったが、最初のトピックにおける議論が予定時間
を大きく超え、次回のACSRへ持ち越しとなった。
 （さくらい しん／久米設計）

幹を為し 2.二国間でもACYA全体でも行うこと 3.本会議で議
論された全計画を実行に移すよう努め 4.若手建築家のエンパ
ワーメントは出席者全員の共通目標である、と記した覚書を作
成した。 （いとう ゆき／伊藤友紀建築研究所）

建築家の社会的責任委員会（ACSR）
櫻井 伸（JIA国際委員会ACSR委員）

次世代委員会（ACYA）
伊藤友紀（JIA国際委員会ACYA委員）

23may 2025

グリーン・サステナブル建築委員会
（ACGSA）

新居照和（JIA国際委員会ACGSA委員）
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　今回のARCASIA Forum 22には加盟する22カ国のうち19カ国
が参加して行われ、組織運営について協議を行う理事会は1月15
日と16日の2日間にわたって国際会議場であるBMICHで開催さ
れた。1日目は規約の改正、新規会員の承認、会費未納会員の対
応などのアドミンマターの協議と各国の近況発表等が行われる。
今回はカンボジア（AAK）とモルジブ（AAMmv）がARCASIA加盟
の申請を行い全会一致で承認された。これによりARCASIAの加
盟国は24カ国になる。また各国の発表はゾーン別のテーマに沿っ
て行われた（ゾーンA（南アジア）はESG、ゾーンB（東南アジア）は
SDGs、ゾーンC（東北アジア）はAI）。JIAからはAIによる製作物

前号に続いて、JIA国際委員会からのARCASIA Forum 22の参加報告を掲載します。

の著作権についてその留意事項をま
とめて発表を行った。
　理事会の2日目は、最初にフィリピン建築家協会（UAP）から
昨年度フィリピン・ボラカイ島で開催されたACA20、続いて
韓国建築家協会（KIRA）から来年度に韓国・仁川で開催予定の
ACA21の概要報告があった。次にTOY2024（アルカジア論文賞）、
AAA2024（アルカジア建築賞）、Architecture Asia Magazine（アル
カジア季刊誌）の報告があった。続いて各委員会（ACAE、ACPP、
ACGSA、ACSR、ACYA）の委員長から活動報告があった。
　午後は会長と各委員会の委員長・副委員長の選出、再来年度の
Forum23の開催地の決定があった。最後に事務局から会議の決
定事項の確認があり、会長のSaifuddin Ahmad氏から閉会の辞で
閉会した。 （ちくば だいじ／日建設計　やなぎさわ かなめ／千葉大学）
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　ARCASIA Forum 22の2日間の主要イベント、カンファレンス
プログラムの4つのセッションと、2日目の9つのパラレルセッ
ションを報告します。
　セッションのテーマ「多才な卓越性：物語を紡ぎ、明日をデザ
インする」では、建築、技術、持続可能性、文化的アイデンティ
ティに関する多様な議論が行われました。朝のセッションAでは、
Ar. Caroline Bosが都市問題をコミュニティベースに建築を展開す
ることを紹介し、Ar. �omas SpiegelhalterはAIの建築分野への応
用について深い洞察を示しました。彼は、建築家が消費を促進す
る役割に疑問を投げかけ、建築が持つ社会的責任について触れま
した。Ar. Ishtiaq Zahir Titasは「グローバルな人間であり、ローカ
ルな建築家であれ」という言葉を引用し、地域密着型の持続可能
なデザインの重要性を強調しました。
　午後のセッションBでは、Ar. Eran Chenが施主とチームの力・
法律を駆使し、ダイナミックな形態の都市建築がつくる共有空間

を紹介しました。Ar. Onur Tekeは
小規模プロジェクトが社会に与え
る影響力を語り、ハイテクと手描
きや模型を組み合わせた手法の魅
力を示しました。Ar. Welandaweは
「アンチグローバリズム」を掲げ、
ローカルな材料で新しい表現を目

　ARCASIA Forum 22は、スリランカの首都コロンボで昨年10
月に開催を予定されていたが、現地の大統領選の投票日と重なっ
たことから、恒例となっている選挙後のストライキなどの騒動を
予想して、急遽2025年1月に開催されるという異例の状況下で
開催された。会場も郊外のジェフリー・バワ建築として名高いカ
ンダラマホテルから市内の会場に移されたが、ARCASIA各国の
参加者による組織としての協調性が功を奏して、例年と変わらず
和やかな雰囲気で大会が運営されたことはホスト団体であるスリ

指しながら社会性をもたらす建築を示しました。Ar. Gurjit Singh 
Matharooは限られた資源・材料を効果的に活用し、彫刻的な要
素を取り入れたユニークな建築を提案しました。また、セッショ
ンCで、David Saladikは社会的に弱い立場の人々、コミュニティ
に入り、さまざまな疾病の源をおさえた建築に辿り着き、健康と
公正を意識する環境を示しました。歴史家 Jaimini Mehtaは西洋
とインドの歴史観の違いを述べ、インド建築の概念を説明し、文
化的アイデンティティの役割を述べました。最後に、Ar. Palinda 
Kannangaraは仏教的な視点から自然との調和を大切にした建築
を提案しました。
　私達が発表したパラレルセッ
ションでは、「人間と自然を結びつ
けるコスモロジーの構築」をテー
マに、四国での地域建築活動を紹
介しました。地元のスギ材を使っ
た森林の活性化や、風景と水・物
質循環を意識したバイオ・リー
ジョナルアプローチを示しました。バングラデシュは深刻な地球
環境と建築のあり方を問い、スリランカからはグローバル経済に
対する地域の持続可能性の葛藤が語られました。
　映画「Geo�rey Bawa - �e Genius of the Place」の上映と、Bawa
の建築作品を巡るツアーでは、彼のデザイン哲学を体感する貴重
な機会が提供されました。全体を通じて、地球環境危機下で、建
築がそれぞれの国・地域の文化、社会、環境にどのように拓くの
か、さまざまに思考を深める貴重な機会となりました。
 （にい てるかず／新居建築研究所）

ランカ建築家協会の尽力であったことは間違いない。今回の大会
では、新たに次期会長としてWu Jian氏が選出され、数十年ぶり
に中国から会長が生まれることになった。
　恒例のフレンドシップナイトには、JIAを代表して新居会員と
ヴァサンティ夫人の2名が参加され、日程変更で代表団数人が帰
国を強いられ、またコロナに佐藤会長と小生が倒れた中、我々の
想いまでも背負い熱演されたという報告を受け、ほっとして帰国
したのであった。
　ARCASIAはアジアを代表する国際的な建築家による連合体で
ある。JIAには、国際事業としてさらに重点的、そして積極的に
ARCASIAへの参加を期待したい。
 （くにひろ じょーじ／プランテック）

カンファレンスプログラムと
パラレルセッション

新居照和（JIA国際委員会ACGSA委員）

大会を振り返って
国広ジョージ（元ARCASIA会長）

理事会
竹馬大二（JIA国際委員長／ ACPP委員）

柳澤 要（JIA国際委員会ACAE委員）

カンファレンスセッションの様子

新居氏（左から2番目）もパラレル
セッションに参加
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ARCASIA 建築教育委員会 活動報告 
ARCASIA Committee of Architecture Education (ACAE) 

柳澤要 

 
ACAE(ARCASIA Committee of Architecture Education)は、各国の⼤学の建築教育やインターンシッ

プなどに関わる委員会である。なお議⻑は UAP（United Architects of the Philippines：フィリピン建
築家協会）の Jonathan V. Manalad ⽒である。 

 
 

1. ACAE First Meeting 
オンライン会議 
 

⽇時： 2024.4.27（⼟）19:00〜21:00（⽇本時間） 
議題： ACAE PROJECTS FOR 2024-2025 
         ARCASIA FORUM 2024 IN KANDALAMA, SRI LANKA 
       THESIS OF THE YEAR 2024 
参加者：Jonathan Manalad(UAP／ACAE 議⻑)、柳澤要(JIA)、Umar Saeed(IAP)、 

Rattapong Angkasith(ASA)、Azli Jamil(PAM)、Arjun Basnet(SONA)、 
Md.Nawrose Fatemi(IAB)、Rajkunwar Nayak(IIA)、Teng Arcsu(KIRA) 
 

内容： オンラインで今後の ACAE のプロジェクトやイベント（下記）の確認・審議を⾏なった。 
 
  ・ACAE ONLINE FORUM： 

建築系の教員や学⽣にベストプラクティス、最新の教育⽅法などの情報共有をするために⾏
う。各ゾーンが持ち回りで担当する。次回のフォーラムは “The AI-Integrated Architectural 
Education Forum (AIAEF) ”  webinar で、8/8 に IAP が主催して実施予定で、Umar Saeed ⽒
(IAP)から説明があった。ラホール⼤学とも共同実施し、建築教育における⼈⼯知能（AI）のあ
り⽅をテーマに議論。 

 
・THESIS OF THE YEAR 2024： 
フォーラム 22 についての確認があった。ただスリランカ（SLIA）の代表が参加していなかっ
たので、詳細の報告はなかった。 

 
・ARCASIA FORUM 2024 IN KANDALAMA, SRI LANKA： 
アルカジア学⽣論⽂賞の内容・スケジュールの確認があった。告知が 4/10、各協会への締切が
6/6、アルカジアへの提出が 7/27、授賞式が 9/26。なお審査基準は１）Social Relevance、
２）Innovation & Originality、３）Global Orientation、４）Presentation である。 



2. ARCASIA ACAE 1st Online Forum for 2024 
“The AI-Integrated Architectural Education Forum (AIAEF) ”  
webinar（オンライン会議） 

 
⽇時：  2024.8.8（⽊）18:00〜20:00（⽇本時間） 
テーマ： The AI-Integrated Architectural Education 
主催者： パキスタン建築家協会（IAP／the Institute of Architects, Pakistan）、 

ARCASIA 建築教育委員会（ACAE）、ラホール⼤学（the University of Lahore） 
 

内容： オンラインで建築教育における⼈⼯知能（AI）のあり⽅をテーマに議論がなされた。 
主に下記３つの内容に沿って議論がなされた。 

 
１）AI 認知度の向上： 

 AI の建築教育や実務に⾰新をもたらす可能性について、建築家、教育者、政策⽴案者が
認識を⾼めること。 
 

２）知識の共有：  
AI の知識と経験の共有の促進、AI を統合した建築の分野におけるコラボレーションとイノ
ベーションを強化すること。 
 

３）協⼒的な取り組み： 
ARCASIA メンバー、教育機関および業界関係者間の建築教育における AI の統合を推進す
るための協⼒的な取り組みを開始するきっかけとなること。 

 
 
3. Forum 22 ARCASIA Committee on Architectural Education (ACAE) 

（第 44 回アルカシア教育委員会） 
対⾯会議＋オンライン会議 

 
⽇時： 2025.1.14（⽕）10:00〜18:00 
場所： 2BMICH / Bandaranaike Memorial International Conference Center, Colombo, Sri Lanka 

（コロンボ、スリランカ） 
参加者：各国建築家協会代表およびオブザーバ：バングラディシュ（IAB）、インド（IIA）、 

パキスタン（IAP）、スリランカ（SLIA）、ネパール（SONA）、ラオス（ALACE）、 
シンガポール（SIA）、インドネシア（IAI）、マレーシア（PAM）、ブータン（PUJA）、 
タイ（ASA）、フィリピン（UAP）、マカオ（AAM）、中国（ASC）、⾹港（HKIA）、 
⽇本（JIA）、韓国（KIRA）、モンゴル（UMA） 
 



内容： 議⻑の Jonathan V. Manalad ⽒の司会により委員会が始まった。 
最初に各国代表の⾃⼰紹介を⾏った。加盟 22 カ国中参加した 15 カ国（IAB, IIA, IAP, SLIA, 
SONA, ALACE, SIA, IAI, PAM, PUJA, ASA, UAP, AAM, HKIA, JIA, KIRA, UMA）の代表から⾃
⼰紹介があった。なお上記の内、オンライン参加は３カ国（ALACE, SIA, PUJA）であった。次
に議⻑の Jonathan V. Manalad ⽒から歓迎の挨拶、前回委員会のサマリー、今回の議題などの
説明があった。続いて前議⻑の Adrianta Aziz ⽒（PAM）から挨拶があった。会議の運営は
SLIA（スリランカ建築家協会）である。 
 
その後、各国の代表からのカントリーレポート（最近の建築教育に関わる状況報告・確認）が
あった。国によって報告内容に若⼲の差異はあったが、概ね共通なテーマ（組織体制、⼤学の
建築教育への貢献、教育認定の概要、建築⼠資格の国際対応、研究・教育プログラム、講演
会・セミナー、ワークショップ、国際会議・国際交流、研修、学⽣コンペ・ジャンボリー、出
版、展⽰、将来計画など）についての紹介があった。JIA からは ACAE 報告書（建築教育の歴
史的変遷、建築教育における JIA の役割、JIA 教育委員会メンバー、JIA による 2023〜2024 の
主要な建築教育プログラムの事例、JIA による学⽣コンペ、JIA による 2023〜2024 の主要な出
版・会議、近年の建築教育に関する重要な項⽬、その他の重要な項⽬）を配布したが、報告時
間も限られていたので、特に JIA による最近の主要な建築教育プログラムの事例（オープンデ
スク、オープンスクール、⼤学院⽣のインターンシッププログラム、JIA 全国学⽣卒業設計コン
クール）、JIA の 2023〜2024 の主要な出版（JIA 建築年鑑など）、近年の建築教育に関する重要
な項⽬（⼤学建築教育認証の変遷や JABEE のキャンベラ協定正式加盟、建築⼠法改正に関わ
る⼤学建築教育への影響など）の報告を⾏った。 
 
昼⾷を挟んで午前（Zone A）・午後（Zone B・Zone C）で⾏われたカントリーレポートの後
は、Nuno Soares ⽒（AAM／マカオ建築家協会、前 ACAE 議⻑）による UNESCO-UIA 
VALIDATION SYSTEM（ユネスコ UIA の建築教育認定システム）の紹介、国広ジョージ⽒（元
アルカジア会⻑）による Archi Nexus Platform の紹介（国や⾔語を超えて建築知識・技術を世
界中の個⼈や会社に提供するプラットフォーム）、Umar Saeed ⽒（IAP／パキスタン建築家協
会、次期 ACAE 議⻑）によるオンラインフォーラム（Responsible Integration of AI in 
Architectural Education and Practice）の紹介があった。 
 
続いて ACAE の⽬標の確認（各国の ACAE の協⼒促進、ARCASIA の枠を超えた活動の展開、
アジアの建築教育への貢献）、今後の活動・スケジュール確認（ACAE ONLINE FORUM、
ACAE JOURNAL PUBLICATION、THESIS OF THE YEAR、DESIGN COMPETITION、
UNIVERSAL DESIGN PROJECT）、2023〜2024 年の活動実施状況の確認があった（ARCASIA 
THESIS OF THE YEAR 2024、The AI-Integrated Architectural Education Forum webinar、
THE ACAE POSITION PAPER ON AI）。 
 
 



最後に ACAE の活動の５つの主要分野（下記）の確認がなされ、閉会挨拶が Jonathan V. 
Manalad ⽒によってあり終了した。 

１） Trainingand Professional Development 
２） Student Engagement and Activities 
３） Collaboration and Networking 
４） Curriculum Development and Best Practices 
５） Innovative Practices and Approaches 
  

  
 
  

スリランカ・コロンボで開催された ARCASIA Forum 22 での ACAE 委員会の出席者 



ARCASIA グリーン・サステナブル建築委員会 活動報告 
ARCASIA Committee on Green and Sustainable Architecture（ACGSA） 

新居照和 

 
ACGSA の 1 年間の活動として、マレーシアとスリランカで⾏われた円卓会議（ラウンドテーブル）に

ついて報告する。 
 
 
1. マレーシア ACGSA 報告 
 
⽇ 時：2024.7.4（⽊） 
開催地：マレーシア クアラルンプール 
テーマ： 「建築における AI の統合とカーボンニュートラリティ、持続可能な開発⽬標 

（SDGs）および環境・社会・ガバナンス（ESG）基準への適合」 
 
 
1-1. はじめに 

本報告は、2024 年 ACGSA のテーマ「建築における AI の統合とカーボンニュートラリティ、SDGs
および ESG 基準への適合」に関する議論をまとめたものです。AI 技術は、カーボン排出削減、エネル
ギー効率向上、資源循環において重要な役割を果たします。会議では、各国の事例をもとに、AI を活⽤
した持続可能な建築の可能性が共有されました。 

 
 

1-2. 世界の AI 活⽤動向と地域別のアプローチ 
冒頭、元議⻑のデバトッシュ⽒は、AI 技術がカーボンフットプリントの削減にどう貢献できるか、炭

素排出量の予測やエネルギー⽣産・貯蔵の最適化を実現する可能性を説明しました。 
参加国からは、AI 技術を活⽤した具体的な取り組みが紹介されました。以下はその⼀部です。 

 
マレーシア： 
 AI を活⽤したカーボン計測アプリの開発により、エネルギー使⽤の最適化が進められています。 
 
インド： 
カーボン排出が動植物の移動パターンに与える影響を警告し、プラスチック削減とカーボン排出抑制を
⽬指しています。 
 
中国： 
AI 技術を使⽤して建物調査の効率化を図り、エネルギー効率の⾼い設計を推進しています。 



 
タイ/スリランカ： 
 BIM や AI を使⽤し、建材のカーボンフットプリントを測定し、資源効率を⾼める取り組みを⾏ってい
ます。 
 
インドネシア： 
ゼロエネルギー建物の設計に AI を活⽤しています。 
 
ブルネイ： 
AI による予測を基に、既存の建物の改修を⾏い、カーボンニュートラルを実現しています。 
 
 ⾹港： 
ビッグデータと AI を駆使した廃棄物管理や資源最適化が進められ、モジュラー住宅や再利⽤可能な建物
の推進が⾏われています。 
 

これらの事例から、AI 技術が建物設計から運⽤、廃棄まで効率化と温室効果ガス削減に貢献すること
が確認されました 

 
今後の⽅向性 

• 発展途上国での AI 技術教育とアクセス向上が鍵。 
• 技術格差の解消により、カーボンニュートラルな建築の普及を⽬指す。 

 
 
1-3. 提案された活動とアクションプラン 

以下の活動が提案されました： 
1. ACGSA ロードマップ書籍 

AI 活⽤によるカーボンニュートラリティ達成に向けたガイドラインの書籍出版。 
2. タスクフォース設置 

AI 技術を活⽤した持続可能な建築の推進。 
3. コンペティション開催 

・カーボンニュートラル建築デザインコンペ（学⽣と⼀般部⾨）。 
・SDGs をテーマにした学⽣向けコミュニティパークデザインコンペ。 

4. 他委員会との協⼒ 
知識とリソースの共有を進める。 

5. ウェビナー開催 
都市計画と建築認証システムに関するウェビナー。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. スリランカ ACGSA 報告 
 
⽇ 時：2025.1.14（⽕） 
開催地：スリランカ コロンボ 
テーマ： 「AI イノベーションによるカーボンニュートラリティ達成のための統合̶ 

カーボンキャプチャーおよび貯蔵技術の進展による持続可能な未来」 
 
2-1.はじめに 

2024 年 7 ⽉に開催された KL 円卓会議で取り上げられた AI 技術に関するテーマを継承し、さらに発
展的な議論が⾏われました。この会議は、カーボンニュートラリティ達成に向けて、AI 技術が果たす役
割を中⼼に議論が進められ、AI の活⽤による環境問題解決の具体的な進展と各国の事例が紹介されまし
た。最初に歴代議⻑がこのテーマに対する課題を提⽰し、その後、アルカジアの役員が発⾔、続いて各
国からのカントリーレポートを加えて、委員による発表が⾏われました。 
 

ACGSA Round Table に集まった各国参加者 

KL 会場の都市⾵景 マレーシア建築家協会の改修された建築 



2-2.発表の概要 
 
Tushar： 
各国の強みを活かすことが重要であり、このテーマは⾮常に適切であると指摘しました。特に、AI を活
⽤することで、国ごとの技術的な強みや地理的特性を反映した効率的なカーボンニュートラリティの実
現が可能であると強調しました。 
 
Acha： 
このテーマは⾮常に難しいものであり、AI 技術を活⽤するには各国のデータベースが不可⽋であると述
べました。従来は試⾏錯誤によって進められていたプロセスが、AI の活⽤によって迅速に情報を得るこ
とができるようになり、アジア全体でのカーボンニュートラリティ達成を加速する期待が⾼まっていま
す。 
 
Debatosh： 
カーボンキャプチャーおよびストレージ（CCS）技術におけるリーダー国として、以下の三つの国が紹
介されました： 

・シンガポール: AI による最適解の導⼊ 
・中国: ⼤規模プロジェクトと地質ツールの利⽤ 
・インド: ⾰新的な技術の採⽤ 

 
Arif： 
AI 技術の効率化と最適化に対しては賛成しつつ、感情的な側⾯や社会的配慮を無視することへの警戒が
必要だと指摘しました。エスノセントリズムやテクノセントリズム（技術中⼼主義）に対しては慎重で
あるべきだと述べました。 
 
Jahangir Khan： 
AI ツールはあくまで⼈間の能⼒を補完するものであり、置き換えるべきではないと強調しました。AI の
活⽤が⼈間の判断⼒や経験を補うことで、より有効に環境問題に対応できるとしています。 
 
Jayanta： 
スリランカのグリーンビルディング協会が初めて建築家によって指導され、地元の⼯芸品 80 種を識別
し、40 のグリーン製品が市場でより良い価格で販売されるという成功したプロジェクトを紹介しまし
た。また、東部地域でのエコツーリズムに関する観光団体の⼩規模宿泊施設が環境への配慮を進めてい
ることも報告されました。「建物を作ることよりも教育が重要」との⽴場が強調されました。 
 
Saiffuddin： 
アルカシアでの⾏動を決定する際には地域ごとの集合的な⽴場を取るべきだとし、地域のニーズを反映
した⽅法を採るべきだと述べました。単純な多数決ではなく、慎重な議論が必要だという意⾒がありま



した。 
 
 
2-3.各国の事例と慎重な意⾒ 
各国からは、AI 技術の導⼊に関するさまざまな進展と課題が報告されました。 
  
マレーシア： 
グリーンビルディング指数（GBI）に向けて、「環境最⾼責任者」のポストが設⽴され、AI 
技術の導⼊が進められています。しかし、AI 技術の普及にはリソースや教育が不⾜しており、そのため
慎重なアプローチが必要との意⾒が出されました。 
 
シンガポール： 
カーボンニュートラリティを規範として導⼊するため、AI を駆使した全体的なアプローチが進められて
いますが、技術の導⼊に伴い、社会的な影響や公平性への配慮も必要だとされています。AI による最適
解が全ての社会層に公平であるとは限らないリスクが指摘されました。 
 
フィリピン： 
5 ⽉の RT および 10 ⽉のオンラインイベントを通じて、アルゴリズムを使⽤した都市計画が進められて
いますが、AI 導⼊には⾼コストが伴い、特に地⽅の⼩規模企業やコミュニティに対しては教育と⽀援が
必要との意⾒が出されました。 
 
バングラデシュ： 
AI のプロセスは⾼コストであり、リソースも多く必要としますが、その⼀⽅で環境データの解析やエネ
ルギー管理において重要なツールとして活⽤されています。しかし、AI の導⼊が⼀部の層にアクセスし
にくい問題があり、格差を縮⼩するための政策が必要だとの意⾒がありました。 
 
タイ： 
AI の導⼊はまだ初期段階にあり、リソースとデータツールの整備が優先されています。⼗分な研究とイ
ノベーションがないことへの懸念があり、段階的に進めるべきだという意⾒が強調されました。 
 
パキスタン： 
持続可能な建物のために泥や⽵を使⽤した建設技術が導⼊されていますが、AI 技術の普及とリソースの
確保が課題であるとの指摘がありました。 
 
インドネシア： 
グリーンビルディングにおける AI の利⽤は限られており、インセンティブ不⾜が原因とされています。
AI 導⼊には環境データとその解析能⼒が⽋かせませんが、それを⽀援するための政策が不⼗分だとの意
⾒がありました。 



⾹港： 
植⽣を通じたカーボンキャプチャーの進展において、植物インデックスが作成され、⾃然環境の保護が
強化されています。しかし、AI 技術の環境負荷やコスト⾯でのリスクが慎重に指摘され、過度に依存し
ないようにするべきという警告がありました。 
 
インド： 
都市計画、ライフサイクルアセスメント、環境製品宣⾔などで AI が活⽤されていますが、急速な都市化
の中で AI が解決できる問題は限られており、特に農村地域の電⼒供給問題に対するアプローチが必要と
の意⾒がありました。 
 
⽇本： 
⾼齢化社会や災害復旧に関する問題が取り上げられ、震災後の管理や復旧プロセスにおける AI 利⽤が強
調されました。災害時における⼈間の判断⼒や対応⼒が軽視されるリスクに対する慎重さも求められ、
AI の利⽤は少数コミュニティや⽂化の多様性を反映できるように活かすことの課題も⾔及しました。 
 
韓国： 
AI シミュレーションを使⽤した持続可能な建物管理が紹介されましたが、AI による過度な技術依存とそ
の影響を避けるために慎重なアプローチが求められるとの意⾒がありました。 
ブルネイ: 資源管理の効率化に AI を活⽤していますが、特に⽯油とガス依存からの脱却に向けた慎重な
転換が求められています。 
 
ネパール： 
AI、ドローン、持続可能な建設技術を組み合わせた低コストでエコフレンドリーな設計が進められてい
ますが、AI 導⼊にはインフラと教育の整備が不⼗分であり、段階的に進めるべきとの慎重な意⾒も出て
いました。 
 
 
2-4.結論 

AI 技術はカーボンニュートラリティ達成に向けた強⼒なツールであり、多くの国でその活⽤が進めら
れていますが、その利⽤には慎重なアプローチが不可⽋です。データの公平性、倫理的配慮、技術格差
の問題に対する対策が求められます。AI はあくまで補助的なツールであり、⼈間の判断⼒と共に活⽤さ
れるべきであるという共通認識が共有されました。 
 
 
2-5.今後の活動⽅針 
KL 円卓会議から継承された以下の項⽬について議論が⾏われ、今後の活動⽅針が確認されました： 
 

1. 脱炭素社会へのガイドブック作成: ゾーン A、B、C でフレームワークを作成し、 



脱炭素化に向けた具体的な指針を提供することが提案されました。 
2. アイデアコンペの提案: ネパールからの紹介を受けて、アイデアコンペが提案されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

ACGSA オンライン参加者と仲間達 

ARCASIA 賞と環境建築の展⽰会場 

ラムサール条約湿地に登録されたコロンボ中⼼地のベイラ湖 



ARCASIA 建築家の社会的責任委員会 活動報告 
ARCASIA Committee on Social Responsibility (ACSR) 

櫻井伸 

 
2025 年 1 ⽉ 14 ⽇からスリランカのコロンボで開催された ARCASIA FORUM 22 の ACSR（建築家の

社会的責任）委員会に参加した。委員会には 18 か国の委員が参加した。 
 
委員会の冒頭、「Charter on Social Responsibility 2024 Revision1（ACSR 憲章）」の策定に際しての

経緯と内容説明があった。今回の改訂は 2015 年に発⾏された最初の憲章の改訂と位置付けられてい
る。これまで ACSR で議論されてきた災害・孤⽴したコミュニティ・ユニバーサルデザイン等、多くの
諸問題に対する建築家の責任についての提⾔が収められている。この憲章は 1 ⽉ 15、16 ⽇に⾏われた
理事会の中で承認され、今後、ARCASIA 加盟国の建築家協会にも幅広く共有が進められていく。 
 

委員会では「Marginalized Community（疎外されたコミュニティ）」について参加各国から報告が⾏
われた。内容は各国の置かれた状況により、災害復旧、過疎化、街区の⽼朽化、難⺠問題等、幅広い内
容で⾏われた。JIA からは私が所属する久⽶設計で⾏った逗⼦の「旧本多邸」の改修について「建築家
の保存への取り組みとコミュニティの参画」という視点で発表を⾏った。 
 

委員会では「Universal Design/Wellness Design」についても議論を⾏う予定であったが、最初のト
ピックにおける議論が予定時間を⼤きく超え、次回の ACSR へ持ち越しとなった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スリランカ・コロンボで開催された ARCASIA Forum 22 での ACSR 委員会の出席者 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Charter on Social Responsibility 2024 Revision1（ACSR 憲章） 
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アメリカ建築家協会(AIA)⼤会 
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アメリカ・ワシントン DC 

2024.6.6〜6.8 
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● International Presidents’ Forum（IPF） 
　当会議はAIAと提携関
係にある14団体の会長
等が参加してさまざまな
テーマについてグループ
ディスカッションを行う
ものである。今年度の
IPFでは、チーフアーキ
テクト制度について議論
が行われた。筆者は議論
に参加できなかったので、
AIAが推進しているチー
フアーキテクトについて、
その取り組みを、以下に
紹介させていただく。

　建築家は問題解決の専門家として訓練されており、建築環境に
存在するさまざまな問題に対して効果的な解決策を提供する独自
の能力を備えている。現代の都市は気候変動、手頃な価格の住宅、
治安、健康格差といった複雑な課題に直面しており、これらの問
題を解決するためには、強力なリーダーシップと多部門とのパー
トナーシップ、学際的なアプローチが必要である。建築家はその
専門知識を生かして、これらの課題に対する解決策を提供できる。
　米国建築家協会（AIA）は、地方自治体に建築家を加えるよう呼
びかけており、特に「チーフ・アーキテクト」制度の復活が重要
であると認識している。チーフ・アーキテクトは、専門知識が不
足している地方の首長や市政担当者に対する重要なアドバイザー
としての役割を担うものであり、かつて多くの都市で設置されて
いたが、現在では米国の数都市にしか存在していない。
AIAカリフォルニア支部は、「市民アーキテクト」として建築家の
意見が建築環境に影響を与える決定において不可欠であると提言
している。多くの都市ではすでに計画、ゾーニング、建築、経済
開発部門に建築家が関与しているが、チーフ・アーキテクトの役
職を設けることで、建築家の知識をさらに活用し、個々の建物を
超えた問題に対する持続可能な解決策を深く掘り下げることがで
きると考えられている。
　AIAは数年にわたり米国市長会議と提携し、地域リーダーとの
関係を強化し、市民レベルでの建築家の役割を高めてきた。チー
フ・アーキテクト・イニシアチブを推進するためには、各都市固
有の問題に応じたアプローチが必要であり、地方レベルでの取り
組みが求められる。そのためAIAは地方支部や会員が首長と協力
し、チーフ・アーキテクトを制度化することをサポートしている。

（出典：AIAホームページ）

アメリカ建築家協会（AIA）・大会参加報告
2024年6月6日〜6月8日　アメリカ・ワシントン

海外レポート

●AIA Awards Gala 

　AIAの各賞を祝うGala Partyに
出席した。建築作品に贈られる賞
は9つのカテゴリー（優秀作品、サ
ステイナブル建築、文教施設、医療
施設、住宅、インテリア、小規模建
築、都市デザイン、25年賞）に分か
れており、それらが順に紹介・表
彰された。
　AIA25年賞は佐藤会長が担当さ
れた「東京国際フォーラム」が選
ばれ、JIA25年賞とのダブル受賞
となった。
●Keynote Speach

　会期中に3名の基調講演が行わ
れた。毎年のことであるが、非建
築家の「時の人」が登壇し、多様
で興味深い講話が実施された。
　1人目はArthur C. Brooksハー
バード大学教授で、「幸福とは何
か？」を科学的に検証する話で
あった。2人目は脳神経外科医の
Dr. Sanjay Guptaで医療インフラやデザインと健康について話
された。そして3人目はハリウッドのコスチュームデザイナー
のRuth Carter氏でBlack Pantherなど彼女の衣装デザイン作品
誕生の逸話を聞かせていただいた。
●JIA-AIA会議  
　本来は2国間協定に関連して
協議を行う場であるが、最近は
互いの近況の報告にとどまって
いる。会議後に佐藤会長より、
協定書4条の「相互協力（教育・
試験・登録および継続教育の基準
の相互承認の実現）」と5条の「行
動計画」について今後の方針を
JIA内で協議すべきとのタスクを指示された。相互認証に関わ
る問題は JIAの国際活動の根幹をなすものであるが、2025年が
協定書の更新年になるので、歴代の国際委員長にもご協力をい
ただいて協議をさせていただきたい。
●AIA25  
　来年はボストンで大会が開催される（2025年6月4日～6月7

日）。JIAの会員で参加を希望される方は、本部の国際委員会事
務局までご一報ください。登録方法などをお知らせいたします。

JIAとAIAは1989年に職能に関する協定（Accord on Professionalism）を締結し、以来、大会への相互参加や2国間協議などさま
ざまな活動をしている。AIAは毎年6月に大会を開催し、そのコンテンツは、150以上に及ぶセミナーやワークショップ、各賞の授
賞式、作品展示、建材展、建築ツアーなどである。また、大会に合わせて協定締結国との International Presidents’ Forumと2国
間会議が行われる。ワシントンで開催されたAIA 2024に、JIAからは佐藤会長と筆者が6月6日から8日まで参加したので報告する。
大会参加者：佐藤尚巳（JIA会長）、竹馬大二（JIA国際委員長）

JIA-AIA会議でKimberly会長とのツーショット

AIA Awards Galaの会場

Keynote Speach会場

（上）IPFの参加者集
合写真（中央がAIA会
長とJIA佐藤会長）

（右）IPFにてEmily前
AIA会長にJIAの名誉
会員メダルを授与

竹馬大二（JIA国際委員長）
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タイ王⽴建築家協会（ASA）⼤会 
参加報告 
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タイ・バンコク 
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●Presidential Forum 

　JIAの建築大会同様にASAも協定締結国の建築家協会会長を
招待してPresidential Forum（会長会議）を開催した。ただし、日
本に比べると大変盛大で東南アジア、南アジアを中心に15ヵ
国から18団体が招かれ、事前に質問があった下記項目につい
て、各会長が発表を行った。
Q1: What are the difficulties that the young architects are facing in 

your country（あなたの国で若い建築家が直面している困難は
何ですか）?

Q2: How does your institute provide the support for young 
architects（貴協会では若手建築家をどのようにサポートしてい
ますか）?

　詳細は省略するが、給料が安いこと、デベロッパー等への転
職が多いこと、協会に所属しない若手が多いこと等、我が国と

似たような状況が共
有された。また、コ
ンペや表彰による若
手のプロモーション
の他に、次世代建築
家委員会を協会内に
設け若手が自主的に
活動を行う場を設け
ているところもあった。

●ASA Expo 24 

　会場では「Ritual：祈り」「Shading：影」「Humanity：人間
性」という3つのテーマを体現する作品を参加国が持ち寄り展
示を行うという企画が行われた。国際委員会ではRitualを「狭
山の森礼拝堂」（㈱NAP建築設計事務所）、Shadingを 「GOOD 
CYCLE BUILDING 001 淺沼組名古屋支店改修 PJ」（㈱川島範
久建築設計事務所）、Humanityを「52間の縁側」（㈱山﨑健太郎デ
ザインワークショップ）をそれぞれ選出した。会場の照明効果も
あって幻想的な展示であったが、アジアの建築家のさまざまな
作品が一堂に会した見応えのあるものであった。
　他にも、筆者が参加した若手建築家のアイデアコンペ、ASA

Presidential Forum集合写真

タイ王立建築家協会（ASA）・大会参加報告
2024年4月30日～5月2日　タイ・バンコク

海外レポート

の建築各賞の受賞作品、
インテリアやランドス
ケープ協会の受賞作品、
ASA会員による作品など、
大変規模の大きい展示が
行われた。なお、この展
示会は無料で一般市民に
も開放されており、20万
人規模の入場者があるということなので、建築やデザインを広
く市民にプロモートするという点で非常に高い効果があると思
われる。また、建材展（こちらは10万㎡規模！）も併設され、こ
ちらも大変な盛況であった。

●その他のイベント  
●JIA-ASA会議
　大会の合間をぬって毎
年行われるのが会長同士
で2国間交流について協
議を行う JIA-ASA会議で
ある。今回はASAから日
本の土地区画整理事業や
TOD開発の手法を紹介
してほしいとリクエストがあった。後日、講演会のようなもの
をバンコクで催すので、講師を紹介してほしいと要望を賜った
ので、国際委員会で協議しているところである（2024年7月現
在）。JIAからは11月の別府の建築家大会への招待を行い、今
後も継続して交流をしていくことが確認された。
●ASA Experimental Design Competition

　ASAが主催する若手建築家と建築学科の学生を対象にしたア
イデアコンペが行われ、筆者はその審査員として招聘された。
このコンペは、場所や規模にとらわれない創造的なソリュー
ションとデザインの提案を求めたもので、バンコクをケース
スタディとして、参加者が都市生活者の感覚的な体験を通し
て、変化し続ける人々のニーズに応えるデザインソリューショ
ンを見つけることが奨
励された。エントリー
は合計約300あり、こ
の中から優秀賞6作品
と佳作とファイナリス
ト18作品が選定され
会場で表彰式と展示が
行われた。

JIAとASAは1993年にMOU（相互協力協定）を結び、以来、互いの大会への参加、視察団の派遣、若手建築家の交流などさまざ
まな活動をしている。ASAは毎年タイ国の正月明けの4月後半にASA Expo （展示会兼建材展）と大会とを同時開催しており、そ
れに合わせて協定締結国との交流イベントが行われている。今年の大会テーマは“Collective Language”でアジアのさまざま
な国を大会に招待して国際色豊かなイベントが開催された。JIAからは佐藤会長と筆者が4月30日から5月2日まで参加したので
報告する。
大会参加者：佐藤尚巳（JIA会長）、竹馬大二（JIA国際委員長）

日本からも出展した企画展示の様子

ASA Expo 2024 展示会場

JIA-ASA会議（チャナ・サンパランASA会長と）

ASA Experimental Design Competition 2024 表彰式
受賞者の左隣が審査員を務めた竹馬国際委員長

竹馬大二（JIA国際委員長）
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韓国建築家協会（KIA）⼤会 
参加報告 

 
 
 
 
 
 
 

韓国・⽔原 

2024.11.26〜30 

 



KIA International Architecture Festival 2024 & Exhibition 
韓国・⽔原 

⼩⻄彦仁 

■概要 
開催地：  韓国・⽔原（スオン）Gyeonggi-do 
期 間：  2024 年 11 ⽉ 25 ⽇（⽉）〜27 ⽇（⽔） 
参加者：   ⼩⻄彦仁（JIA 副会⻑・北海道⽀部⻑） 
テーマ：   Culture,Heritage,Today&Tomorrow 
スケジュール： 11 ⽉ 25 ⽇ 17:50~20:00  ウエルカムディナー 
            20:30~21:00  展⽰場視察 

11 ⽉ 26 ⽇ 10:10~12:00  ヘリテージツアー 
12:00~13:00  ランチ 
13:00~16:00  基調講演 
16:00~18:00  式典・名誉会員授与式 
18:00~20:00  ディナー 
20:15~21:30  ⼆次会 

11 ⽉ 27 ⽇ 別府での建築家⼤会のため帰国 
 
■参加報告 

韓国スオン市（ソウルから南に 35km）で開催された KIA(韓国建築家協会)の建築家⼤会に佐藤会⻑の
代理として招待を受け出席いたしました。会場はスオン市のコンベンションセンターで⼤ホールを会場
にホールの半分を韓国の学⽣作品及び建築家作品の展⽰ホールとして、半分を式典会場としてのセッテ
イングであった。今年の⼤会テーマは Culture, Heritage, Today & Tomorrow。 
 

26 ⽇午前中は世界遺産にもなっている⽔原華城を招待国の会⻑や副会⻑の皆さんと視察した。午後か
ら式典となり各国の来賓と KIA 役員の登壇によるテープカットセレモニー（私も登壇）続いて基調講演
が⾏われ韓国ソウルの都市計画の変遷の話がされた（建設省関係者）。ついで２部でウルグアイの建築家
Gustavo ⽒の作品２点が発表された。続いてアフリカの建築家が Toguna 建築という⺠族空間を紹介し
そのアイディアをベースにした⾃作を紹介した。講演終了後、式典が開催され HAN, Young Keun KIA
会⻑、スオン市⻑、等の挨拶があり、その後名誉会員授与式が⾏われた。式典終了後は各国来賓と KIA
メンバーによる⾷事会が開かれた。KIA 会員は 6 千数百名とのことで、JIA の約倍の会員数であるとの
こと。会場の作品展⽰は洗練されており、また式典も格式ばらずセンスが良いと感じた。 
 

最後に AIA 会⻑の Kimberly さんがウエルカムディナー後急遽帰国となり残念であった。 
また、佐藤会⻑の各国会⻑との親交も肌で感じた。 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Han Youngkeun KIA 会⻑ 

⼤会フライヤー 



 
  

建築の展⽰の様⼦ 各国の来賓とともに展⽰を視察 

AIA 会⻑（中央）、UIA 前会⻑（中央右）、AIA International 次期会⻑（右） 会場の様⼦ 

Han Youngkeun KIA 会⻑（左）と⼩⻄ JIA 副会⻑ 各国の来賓たち 
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JIA 建築家⼤会 2024 別府 
International Presidentsʼ Forum 

開催報告 
 
 
 
 
 
 

⼤分・別府 

2024.11.29 

 



International Presidentsʼ Forum  

⽔本浩⼆ 

 
JIA 建築家⼤会で例年開催される IPF（International Presidentsʼ Forum）は、JIA の提携協会である

AIA（アメリカ建築家協会）、ASA（タイ王⽴建築家協会）、KIRA（⼤韓建築⼠協会）、KIA（韓国建築家
協会）及び関係協会の会⻑・代表者を招いてパネルディスカッション等を⾏う国際交流イベントであ
る。 

別府⼤会の IPF では提携四団体に加え、ARCASIA（アジア建築家評議会）、SIA（シンガポール建築家
協会）、AIA Japan（アメリカ建築家協会⽇本⽀部）からも会⻑を招待し、「建築家の調達⽅法」をテー
マに各国公共建築における建築家の選定⽅法や関連する法律等に関するプレゼンテーションや意⾒交換
が⾏われた。 

 
各協会の登壇者から最低価格⼊札を禁⽌・制限する規制や、環境および歴史保存ポリシーの維持、地

域コミュニティへの関与を求める事例等、⽇本国内においても参考になる制度の紹介がなされた。 
今回は会議テーマが実務・事務的であり、建築を紹介するビジュアルがほとんどないイベントである

にも関わらず、国際委員会関係者以外の会員の⽅々にも聴講いただき、今後私たちが取り組むべき課題
に対する関⼼の⾼さを伺うことができた。 

海外からのゲスト対応として IPF のほか、開催地ならではの「別府温泉地獄めぐりミニツアー」を企
画し、九州別府の⽅々がどのようにして⽕⼭と地熱のエネルギーを活⽤し豊かな⽣活に変換しているの
か、知恵と⼯夫を体感いただけたのではないかと考えている。 最後に、⼤会運営ならびに参加協⼒いた
だいた全ての⽅々に深く感謝を申し上げます。 

 
 
■概要 
⽇ 時：  2024 年 11 ⽉ 29 ⽇（⾦）10:00-11:30 JST（⽇本時間） 
会 場：  ビーコンプラザ 3F ⼩会議室 31（⼤分県別府市） 
テーマ：  “How Architects Should Be Procured” 
登壇者：  Ar. Saifuddin AHMAD, ARCASIA President 

Ar. Lakisha WOODS, AIA CEO 
Ar. Asae SUKHYANGA, ASA President 
Ar. KIM Jaerok, KIRA President 
Ar. KANG Chul Hee, KIA Honorary President 
Ar. Melvin TAN, SIA President 
Ar. SATO Naomi, JIA President 

モデレーター：Ar. CHIKUBA Daiji, Chairperson, International Relations Committee, JIA 
⾔ 語：  英語 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場のビーコンプラザ 集合写真 

会場の様⼦ 会場の様⼦ 

Ar. Saifuddin AHMAD, ARCASIA President Ar. Lakisha WOODS, AIA CEO 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次ページより、当⽇のアジェンダと各団体の発表資料を掲載する。 
 
 
 

Ar. Asae SUKHYANGA, ASA President Ar. KIM Jaerok, KIRA President 

Ar. KANG Chul Hee, KIA Honorary President Ar. Melvin TAN, SIA President 

佐藤尚⺒ JIA 会⻑ ⽵⾺⼤⼆国際委員⻑ 



 
 

International Presidents’ Forum 
 

JIA CONVENTION 2024 BEPPU 
10:00-12:00, Friday, November 29, 2024 
B-CON PLAZA 
 
Speakers: 
ARCASIA President AHMAD Saifuddin 
AIA CEO WOODS Lakisha 
ASA President SUKHYANGA Asae 
KIRA President KIM Jaerok 
KIA Honorary President KANG Chul-Hee 
SIA President TAN Melvin 
JIA President SATO Naomi 
  
Moderator: 
Ar. CHIKUBA Daiji, Chair, International Relations Committee, JIA 
 

Theme: “How Architects Should Be Procured” 
 
Questions: 
 
1-1. In your country, is the selection of an architect for a public building determined solely by the 

lowest bid? 
1-2. If architects are selected solely on the basis of low design fees, please let us know to what 

extent this is customary in your country. 
 
2-1. Are there any laws in your country regarding the selection of architects for public buildings? 
2-2. Please provide the name of the law, if any, and the year it was enacted. 
 
3-1. Please provide any additional explanations you can provide regarding the selection of 

designers for public buildings in addition to the answers above. For example, provision of 
opportunities for young architects, movements to improve procurement of architects, or how to 
set up standards of selection of architects. 

 
Timetable: 
10:00 Welcome remarks by JIA President SATO Naomi (5 min) 
10:05 Presentation (7 min each) 

1. ARCASIA President AHMAD Saifuddin 
2. AIA CEO WOODS Lakisha 
3. ASA President SUKHYANGA Asae 
4. KIRA President KIM Jaerok 
5. KIA Honorary President KANG Chul-Hee 
6. SIA President TAN Melvin 
7. JIA President SATO Naomi 

11:00 Discussion (30 min) 
11:30 Photo Session and move to lunch venue 
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その他の活動 
 

 

 

 

 

 
 



“More Or Less” インドネシアの建築家 Riri Yakub ⽒の展覧会とトークイベ
ント 
Exhibition & Discussion Night | “More Or Less” by Atelier Riri 

 

 
本イベントは建築コミュニティにおける⾒識の交換、有意義なつながりの構築を促進する⽬的で、IAI

（インドネシア建築家協会）の要請を受け、JIA（⽇本建築家協会）が公式サポートしたものである。展
覧会初⽇には⽇本とインドネシアの建築家たちが集まりトークイベント（ディスカッション）がおこな
われ、⽇本からは 3 ⼈の JIA メンバーが登壇した。 

 
Exhibition “More Or Less” by Atelier Riri 
会 期：2024 年 5 ⽉ 17 ⽇（⾦）〜26 ⽇（⽇）9:00-19:00 
会 場：Kopi Kalyan Tokyo コピカリアン 東京（東京都渋⾕区神宮前 6−15−14） 
 
Discussion Night : Design Diplomacy in Architecture 
⽇ 時：2024 年 5 ⽉ 17 ⽇（⾦）17:00-18:30 
会 場：Kopi Kalyan Tokyo コピカリアン 東京（東京都渋⾕区神宮前 6−15−14） 
テーマ：Design Diplomacy in Architecture 
登壇者：Riri Yakub（Novriansyah Yakub）、Andra Matin、川添善⾏、⼩⼭光、⼿塚貴晴 
モデレーター：Lim Masulin 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メインビジュアル 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場のコピカリアン東京 会場の様⼦ 

Riri Yakub（Novriansyah Yakub）⽒ Andra Matin ⽒ 

展覧会フライヤー トークセッションフライヤー 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽵⾺⼤⼆国際委員⻑ 会場の様⼦ 

⼿塚貴晴⽒ 川添善⾏⽒（左）、⼩⼭光⽒（右） 

会場の様⼦ 



ドイツ・HAWK 応⽤科学芸術⼤学への TOD レクチャー＠PYNT  開催報告 
TOD Lecture for the HAWK University of applied sciences and arts @ PYNT 

 

 
ドイツから研究旅⾏で東京を訪れた HAWK University of applied sciences and arts / Holzminden

（HAWK 応⽤科学芸術⼤学/ホルツミンデン） の教授と学⽣に向け、国際委員会委員⻑・⽇建設計の⽵
⾺⽒および⽇建設計の Jan ⽒によるレクチャーイベントを開催した。会場は「PYNT」。組織や⽴場を超
えた出会いを通じてコラボレーションを加速させ「共創」をつくる場として、⽇建設計東京オフィス 3F
に開設されたプラットフォームであり、本イベント開催にあたり⼤きなご協⼒をいただいた。 

 
⽵⾺国際委員⻑より⽇本橋エリアの移り変わりと東京の TOD（Transit Oriented Development、公共

交通指向型開発）について渋⾕エリアの開発について、Jan ⽒から⽇建設計のプロジェクトについてレ
クチャーに対し、ドイツと⽇本の違いについて等、教授や学⽣から多くの質問があがった。 
 

■概要 
⽇ 時： 2024 年 6 ⽉ 3 ⽇（⽉）16:00-18:00 
会 場： PYNT（東京都千代⽥区飯⽥橋 2-18-3  ⽇建設計東京本社ビル 3F） 
 
参加者：  【⽇本】JIA 国際委員会： ⽵⾺⼤⼆（委員⻑・⽇建設計）・伊藤友紀・蔵楽友美・ 

林エミ・⽻⼭恵 
⽇建設計： Jan Henckens ・Bedini Raffaella ・宮下けい⼦ 
 

   【ドイツ】 HAWK University of applied sciences and arts / Holzminden： 
      Administrator Prof. German Halcour・Prof. Dr. Florian Hackelberg  

他、学⽣ 12 名（計 14 名） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ⽇建設計の Jan Henckens ⽒ 質疑の様⼦ 



⾹港理⼯⼤学専業進修学院の学⽣たちとの表参道建築ツアー  開催報告 
JIA Field Trip for The Hong Kong Polytechnic University 

 

 
PolyU SPEED（The Hong Kong Polytechnic University the School of Professional Education and 

Executive Development、⾹港理⼯⼤学専業進修学院）の学⽣たちが JIA を訪問し、⾼階澄⼈⽒（渋⾕
地域会代表／国際委員会アドバイザー）が東京の都市開発の歴史についてのレクチャーをおこなった
後、3 グループに分かれて渋⾕区神宮前の JIA を出発し、表参道⼀帯の「建築ショーケース」を⾒学、
国⽴代々⽊競技場をゴールとする建築ツアーをおこなった。 
 

このイベントの企画は、PolyU SPEED の学⽣代表の Jimmy さんが JIA に連絡をくださったことから
はじまる。ツアーには引率の先⽣ 2 名が同⾏しておられたが、⾹港の 20 代の若い学⽣たちの企画・⾏
動・実現⼒には受⼊れ側の国際委員会にとっても⼤きな学びがあった。 

 
また、⽇本側は国際委員会・渋⾕地域会の建築家と千葉⼤学の建築学⽣が参加。若⼿の建築家・⼤学

院⽣・⼤学⽣・留学⽣ら⽇本の 20 代の建築コミュニティがツアーの⼤きなサポートとなった。地域
会・⼤学とのコラボレーションの機会が得られただけでなく、建築家の卵たちの姿を頼もしく感じられ
る機会となった。 

 
 
■概要 
⽇ 時： 2024 年 6 ⽉ 6 ⽇（⽊）13:00-17:00 
会 場： 建築家クラブ（東京都渋⾕区神宮前 2-3-18  JIA 館 1F）、渋⾕区内 
 
参加者：  【⽇本】⾼階澄⼈（JIA 国際委員会アドバイザー、JIA 渋⾕地域会代表） 

JIA 国際委員会： 伊藤友紀、新井今⽇⼦、蔵楽友美、林エミ、⽻⼭恵 
JIA 渋⾕地域会： 菅原賢⼆、古⾕賢、佐々⽊純也、鈴⽊彩⽣、東伊吹、 

⽵元玲浩、三島礼、草野遥 
千葉⼤学：  堀越紗瑛、⽃沢⾹葉、⽯橋太⼠、甲⽥理紗、榎本健佑、 

⼤島陸翔、柏⽊⼤翔、Gessner Julia、Kamaliyev Bolat、 
Apriamashvili Temuri、Chang Yuchen 

 
【⾹港】PolyU SPEED： Li Chi Yi, Jimmy（Student) , Dr Edmond Lam（Lecturer）, 

 Steve（Lecturer）,  Total 23 students and 2 lecturers 
  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾼階澄⼈国際委員会アドバイザー 学⽣代表の Jimmy さん 

集合写真 参加者全員の⾃⼰紹介 

参加者全員の⾃⼰紹介 JIA を起点に街歩きに出発 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

街歩きマップ 

スパイラル（槇⽂彦）を道路向いから眺めてから内部⾒学へ フロムファーストビル（⼭下和正） 

プラダ（ヘルツォーグ＆ド・ムーロン） ゴールの国⽴代々⽊競技場（丹下健三）前 



カリフォルニア⼤学サンディエゴ校の学⽣たちとの表参道建築ツアー 開催
報告 
JIA Field Trip for The University of California San Diego 

 

 
The University of California San Diego (カリフォルニア⼤学サンディエゴ校)の学⽣たちが JIA を訪問

し、レクチャー&街歩きイベントをおこなった。⽇本側は、国際委員会をはじめ、建築事務所の若⼿メ
ンバー、千葉⼤学、武蔵野美術⼤学、慶応⼤学の建築学⽣が参加した。 

 
午前 9 時より、⾼階澄⼈⽒（国際委員会アドバイザー）が東京の都市開発の歴史についてレクチャ

ー、聴講後は学⽣たちから活発な質問が⾶び交い、⽇本の都市に点在する神社への考え⽅や東京 23 区
と多摩地域の違いなどについて、質疑応答をおこなった。その後、2 グループに分かれ、渋⾕区神宮前
の JIA を出発し、表参道⼀帯の「建築ショーケース」の街歩きをした後、昼⾷をはさみ、国⽴代々⽊競
技場を⾒学、午後 3 時にイベントを終了した。 

 
最終地点の国⽴代々⽊競技場第⼀体育館の内部⾒学では、実際にスタンド席やアリーナにも⾜を踏み

⼊れることができ、貴重な時間となった。サンディエゴの気候とは違い、温度も湿度も⾼い東京での街
歩きとなったが、建築を通じて海外の学⽣と⽇本の学⽣の交流が深まり、楽しく充実したフィールドト
リップとなった。 

 
 
■概要 
⽇ 時： 2024 年 7 ⽉ 23 ⽇（⽕）9:00-15:00 
会 場： 建築家クラブ（東京都渋⾕区神宮前 2-3-18  JIA 館 1F）、渋⾕区内 
 
参加者：  【⽇本】JIA 国際委員会： ⾼階澄⼈（国際委員会アドバイザー）・伊藤友紀・ 

新井今⽇⼦・柳澤要（千葉⼤学）・⽻⼭恵 
⾼階澄⼈建築事務所： 佐藤絢⾹・津村鈴 
千葉⼤学：  堀越紗瑛・⽃沢⾹葉 
武蔵野美術⼤学：⼭⽥侑奈 
慶応⼤学：  劉象格 
IES（全⽶⼤学連盟東京留学センター）: ⽯川真理⼦・北村奈美 

 
【カリフォルニア⼤学サンディエゴ校】Prof. Mark Guirguis、他学⽣ 24 名、計 25 名 

 
 

 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

企画担当の伊藤友紀国際委員 柳澤要⽒ 

集合写真 ツアーの様⼦ 

ツアーの様⼦ 国⽴代々⽊競技場（丹下健三） 



中国・広東省⼯程勘察設計業界協会へのレクチャー＠PYNT  開催報告 
Lecture for Guangdong Engineering Exploration & Design Association @ PYNT 

 

 
中国から来⽇した広東省⼯程勘察設計業界協会のメンバーに向けレクチャーイベントを開催した。⽇

本橋エリアの移り変わり、歴史的建造物の保存、これからの⽇本橋エリアの発展についての⽵⾺国際委
員⻑のレクチャーと Q&A セッションでは、⽇本での設計業務の流れや JIA の賞などについての質問な
ど、盛況となった。会場は国際委員会のイベントでは 2 回⽬となる「PYNT」で、XR STUDIO や多様性
を尊重したトイレ等の⾒学もふくめ、今回も⼤きなご協⼒をいただいた。 

 
■概要 
⽇ 時： 2024 年 10 ⽉ 25 ⽇（⾦）10:30-12:00 
会 場： PYNT（東京都千代⽥区飯⽥橋 2-18-3  ⽇建設計東京本社ビル 3F） 
 
参加者：  【⽇本】JIA 国際委員会： ⽵⾺⼤⼆（委員⻑・⽇建設計）・伊藤友紀・蔵楽友美・⽻⼭恵 

⽇建設計：宮下けい⼦ 
 

   【中国】広東省⼯程勘察設計業界協会のメンバー 計 21 名 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PYNT ⾒学の様⼦ レクチャーと Q&A の様⼦ 

記念品をいただいた 集合写真 



YouTube 動画 「UIA Report」 
 

 
2023-26 年期で UIA リージョン IV のカウンシルメンバーを務める国広ジョージ⽒が JIA メンバーへ

UIA の様⼦を伝えるための動画制作を、昨年度よりおこなっている。本年度は国際会議の様⼦、佐藤尚
⺒会⻑と国際委員会メンバーへのインタビュー動画をリリースした。⽇本語・英語の字幕をつけること
で、外部にも情報発信できるツールかつ国際活動のアーカイブにもなる成果品を⽬指している。また、
総集編の動画を JIA Web セミナーとして CPD を付与した。国広⽒の UIA 任期満了の 2026 年まで継続
して情報発信の動画を作成していく予定である。 
 
 
本年度公開の動画 
2024.6.5 【UIA Report #2】  Zhang Li インタビュー前編：UIA 副会⻑に訊く UIA の今とアジアの可能性 

2024.6.10 【UIA Report #3】  Zhang Li インタビュー後編：「アジアの世紀」と国広ジョージが UIA 評議員に⽴候補し

た理由 

2024.7.30 【UIA Report #4】  佐藤尚⺒・⽵⾺⼤⼆インタビュー前編：UIA コペンハーゲン⼤会と国際交流 

2024.8.13 【UIA Report #5】  佐藤尚⺒・⽵⾺⼤⼆インタビュー後編：「アフター国広」と次世代への継承 

2024.9.2 【UIA Report #6】  藤沼傑・⾼階澄⼈インタビュー前編：UIA コペンハーゲン⼤会 2023 

2024.9.19 【UIA Report #7】 藤沼傑・⾼階澄⼈インタビュー後編：JIA の国際活動のこれから 

2024.10.28 【UIA Report #8】  第 163 回 UIA カウンシルミーティング in チュニス 

2024.12.4   UIA Report #1〜7 総集編（CPD 対象動画） 

 
 
UIA Report の再⽣リスト(JIA YouTube Channel) 
https://www.youtube.com/playlist?list=PLfMEGefGxYzPpMdRcgS7VpZWoi65UYfjP 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

動画のサムネイル 



2024 年度国際交流活動⽀部事業助成 
 

 
JIA 各⽀部が主体となって実施する国際交流活動への助成⾦⽀給による⽀援を例年通りおこなった。

2024 年度の助成対象となった事業は以下の 4 事業で、国際委員会ホームページに報告書を公開してい
る。 
 

・東北⽀部 JIA 東北⽀部 ＆ 台南建築家交流⼤会 2024 in 宮城 
・近畿⽀部 住宅部会 国際交流事業 2024（ドバイ・アブダビ・カタール） 
・九州⽀部 北福岡地域会 建築展 26（⽇韓合同学⽣ワークショップ） 
・九州⽀部 ⿅児島地域会 韓国全羅北道建築⼠会（KIRA 全北）国際交流 

 
 
JIA 国際委員会ホームページ（アーカイブ） https://jia-intl.org/archive/ 
 
 



執筆者⼀覧 

伊藤友紀  JIA 国際委員、ARCASIA ACYA 委員／伊藤友紀建築研究所 

岩橋祐之  JIA 国際委員、UIA Sustainable Development Goals Commission 委員／⽇本設計 

国広ジョージ UIA リージョン IV カウンシルメンバー／ティーライフ環境ラボ 

⼩⻄彦仁  JIA 副会⻑・北海道⽀部⻑／ヒココニシ アーキテクチュア 

坂⽥泉   JIA 国際委員、UIA Social Habitat WP／⼀般社団法⼈ OSA ジャパン 

櫻井伸   JIA 国際委員、ARCASIA ACSR 委員／久⽶設計 

⾼階澄⼈  UIA リージョン IV カウンシルメンバー代⾏／⾼階澄⼈建築事務所 

⽥⼝純⼦  UIA Architecture and Children WP／名城⼤学都市情報学部 

⽵⾺⼤⼆  JIA 国際委員⻑、ARCASIA ACPP 委員／⽇建設計 

新居照和  JIA 環境会議 WG、ARCASIA ACGSA 委員／新居建築研究所 

藤沼傑   JIA 国際委員、UIA Professional Practice Commission 委員／ウィスト建築設計 

⽔本浩⼆  JIA 国際委員 ／ アーキ・プラン 

柳澤要   ARCASIA ACAE 委員、UIA Architectural Education Commission 委員／千葉⼤学 

 

構成・編集 

蔵楽友美  JIA 国際委員 ／ ファイブス⼀級建築⼠事務所 

⽻⼭恵   JIA 本部事務局 

 

（所属は 2024 年度のもの、敬称略、五⼗⾳順） 
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